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序 文

　鳥取市内には数多くの原始・古代遺跡が存在しており、近年の各種開発事業

の増加とともに発掘調査が必要となり、消えていく遺跡も増えております。し

かしながら、埋蔵文化財は地域の先人たちの生活を語る歴史資料であり、後世

に継承していくべき市民の貴重な財産です。このような認識のもと、財団法人

　鳥取市文化財団では、開発と文化財の共存をはかるべく、関係各機関の協力

を得ながら埋蔵文化財発掘調査事業を進めています。

　さて、今回実施した山ヶ鼻遺跡の調査は、一般県道高路古海地方特定道路整

備事業に伴う発掘調査として、平成15年度に調査を行いました。この遺跡は山

ヶ鼻集落の南東周辺に展開し、この平野一帯は条里制の施行など古くから歴史

ある地域として知られています。圃場整備に伴う昭和42年の菖蒲廃寺の調査や

大井手川改良工事に伴う平成5～7年の古海古墳群、菖蒲遺跡、山ヶ鼻遺跡の

調査など、縄文時代から中世にかけて数々の発掘調査成果が明らかとなってい

ます。今回の調査は集落のすぐ南の県道沿いの細長い区域でしたが、弥生時代

中期の土坑、中世の溝状遺構などが多くの土器とともに検出されました。これ

らの資料は、当地域の古代文化を明らかにする上で役立っていくものと思われ

ます。ささやかな冊子ではありますが、研究者のみならず広範な市民各位によ

る郷土の歴史究明など、関係各位の埋蔵文化財の理解に供していただければ幸

いです。

　おわりに、今回の発掘調査にあたり、ご理解とご協力をいただきました地元

の皆様をはじめ関係各位の方々に、心から感謝申し上げます。

平成16年7月

財団法人　　鳥取市文化財団

理事長　石　谷　雅　文



　　　　　　　　　　　　　　　　　例　　　　言

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やまがはな
1．本書は、一般県道高路古海線地方特定道路整備事業の事前調査として実施した山ヶ鼻遺跡の発掘調

　　査報告書である。

2．本発掘調査は、鳥取県鳥取地方県土整備局の委託を受けて、財団法人鳥取市文化財団鳥取市埋蔵

　　文化財調査センターが、平成15年度に実施した。

3．発掘調査を実施した遺跡の所在地は、鳥取市古海字三本松42ひ4～字二町田395－7である。

4．発掘調査によって作成された記録類および出土遺物は、鳥取市教育委員会に保管されている。

5．現地実測・写真撮影、遺構・遺物図面の浄書は、調査員、補助員を中心に発掘調査参加者の協力の

　　もとに行い、土器実測については杉谷美恵子氏の協力をいただいた。本書の執筆、編集は主として

　　谷口恭子が担当した。

6．現地調査から報告書作成にいたるまで多くの方々からの指導、助言ならびに協力をいただいた。特

　　に出土石製晶の石材同定を鳥取市文化財審議会委員山名巌先生にお願いし、お手を煩わせた。

　　厚く感謝いたします。

凡 例

1．本書における方位は、座標北の第1・2図を除いて磁北を示す。また、レベルは海抜標高である。

2．本書で使用した遺構の略号は、土坑；SK、溝状遺構；SD、ピット；Pである。

3．今回の調査によって出土した遣物は、調査年度、遺跡名略号、遺構名、遣物台帳登録番号、取り上

　　げ年月日を基本的に注記し、写真や図面などの記録類も同様である。

　　（例；2003　YMA　SK－15　恥112003．12．25）
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第1章発掘調査の経緯
第1節　発掘調査にいたる経緯

　山ヶ鼻遺跡は、鳥取市古海、菖蒲、本高に所在する。通称「山ヶ鼻」と呼ばれる丘陵南側に広がる標高

7～9mの沖積平野に立地する。この地域一帯は天井石に巨石を用い切石の石棺式石室として古くから

開ロする山ヶ鼻古墳（古海13号墳）をはじめ、律令体制下では因幡国高草郡に含まれ白鳳時代に菖蒲廃寺

が建立、郡衙が置かれていたと推定されるなど歴史ある地域として知られる。この地域では昭和42年に

圃場整備事業に伴う菖蒲廃寺の調査、平成2、3年にスポーツ関連施設建設に伴う釣山古墳群の調査、

平成4～7年に大井手川改良工事に伴う古海古墳群、菖蒲遺跡、山ヶ鼻遺跡の調査が行われている。特

に山ヶ鼻遺跡では、縄文時代後期、弥生時代中期～古墳時代、平安時代～中世と各期の遺構や遺物が

次々と明らかとなり、墨書土器を含む井戸や大形土坑など数々の調査成果が得られている。

　今回の発掘調査の契機となった一般県道高路古海線地方特定道路整備事業は、カーブがきつい上道幅

が狭く歩道も未整備であることなどから、道路整備として計画されたものである。工事範囲内の近くの

水田で昭和55年に暗渠掘削時に弥生時代中期の土器、石斧、石庖丁が出土しており、山ヶ鼻遺跡の広が

りも工事範囲内に及ぶことが予想されることから、鳥取市教育委員会が平成13年12月に試掘調査を実施

した。調査の結果、山ヶ鼻橋側の第2トレンチでは弥生時代の土坑やまとまった土器が検出された。鳥

取地方県土整備局と鳥取市教育委員会は協議を行い記録保存で対応することとなった。調査は鳥取地方

県土整備局の委託を受け、財団法人鳥取市文化財団鳥取市埋蔵文化財調査センターが平成15年度に調査

対象地内の調査を行った。

第2節　発掘調査の経過

　今回の調査地は比較的交通量の多い県道南側沿いの水田部に位置し、最大幅7m余×長さ約190mと

細長い調査区である。民家への進入路や途中調査区内を横断する農道と用水路の確保、廃土や湧水の処

理などを考慮し、分割して調査を行うこととなった。

　調査は国道よりの北東側から開始し、それぞれ北東から調査区をA区、B区、　C区と呼称した。民家

への進入路以南西は民家や山ヶ鼻橋建設工事の際に撹乱されている可能性が高く、トレンチ（D区）掘り

下げによる確認後判断することになった。

　試掘調査の結，果から、A区では標高6．4m付近に遺構i面が広がる可能性があり、現地表面下30cm程度

の耕作土および床土を重機によって掘り下げ、これより下層については作業員による手掘りで対応する

ことにし、順次B区、C区も同様に調査を実施した。また、　A～C区を通じて基準ラインを設定し、10

m毎に調査杭（A～N杭）を設け測量基準とした。こうして12月24日から本格的に調査を開始した。

　調査の結果、A区では中世の土師器皿を出土したSD－01以外明確な遺構は検出されず、遺物も古墳時

代前期や中期の土器細片がわずかに出土するだけであった。しかしSD－01の東側は元々小高い地形であ

り削平された痕跡が観察された。その両側は谷状地形になるものと見られ、特にB区にかけての南西側

では深く落ち込む堆積が確認された。B区とC区はより山ヶ鼻集落に近く南へ張り出す標高30rn余りの

尾根の流れから地形的に微高地であり土坑など遺構の内包が予想された。実際、B区南側からC区にか

けて弥生時代中期の遣物を含む土坑群が検出された。土坑は土器が散在する程度のものから幾重にも重

なって出土する土坑もあり、碧玉の玉未製品を出土する土坑がいくつかみられた。D区については、山

ヶ鼻橋の北東10m付近に5×5mのトレンチを設定し、重機による掘り下げを行った。その結果、現地

表面下1．5～1．9mは真砂土を主体とするコンクリート混じりの客土がなされ、　C区でみられた有機i物の

沈着著しい第16層や基盤層となる第28層緑灰色シルトに対応する層序が確認されたが、遺構、遺物の検

出はみられなかった。よってC区以南については工事立会で対応することとなった。

一1一



　こうして平成15年11月から調査準備にかかり、3月下旬で現地調査を終了した。検出した遺構、遺物

については適宜写真撮影や実測して記録をとり、各調査区で全体の遣構検出状況の写真撮影を行った。

出土した遺物と写真や図面などの記録類の整理は現地調査と並行して進め、土器については水洗い、バ

インダー処理の後注記、接合作業を行った。また、平成16年4月より順次報告書作成作業にかかり、平

成16年7月末に終了した。

第3節　調査の組織・体制

　発掘調査の組織、体制は以下のとおりである。

　平成15年度

　　　　調査主体　財団法人　鳥取市文化財団

　　　　　　　　　理事長石谷雅文（鳥取市副市長）

　　　　　　　　　副理事長　中　川　俊　隆（鳥取市教育長）

　　　　　　　　　　　　　　　三　田　三香子

　　　　　　　　　常務理事小谷荘太郎
　　　　調査指導　鳥取市教育委員会　事務局庶務課文化財室

　　　　事務局　財団法人　鳥取市文化財団　鳥取市埋蔵文化財調査センター

　　　　　　　　　所　　　長　前　田　　　均

　　　　　　　　　調査事務秋田澄世
　　　　　　　　　　　　　　　白　岩　千　足

　　　　調査担当　財団法人　鳥取市文化財団　鳥取市埋蔵文化財調査センター

　　　　　　　　　調　査　員　谷　口　恭　子

　　　　　　　　　調査補助員木原美和
　　　　　　　　　　　　　　　下　多　みゆき

　　　　　　　　　　　　　　　濱　橋　博　子

平成16年度

　　　　調査主体　財団法人　鳥取市文化財団

　　　　　　　　　理事長石谷雅文（鳥取市副市長）

　　　　　　　　　副理事長中川俊隆（鳥取市教育長）

　　　　　　　　　　　　　　　三　田　三香子

　　　　　　　　　常務理事小谷荘太郎
　　　　調査指導　鳥取市教育委員会　事務局庶務課文化財室

　　　　事務局財団法人鳥取市文化財団鳥取市埋蔵文化財調査センター

　　　　　　　　　所　　　長　前　田　　　均

　　　　　　　　　調査事務秋田澄世
　　　　　　　　　　　　　　　自　岩　千　足

　　　　調査担当　財団法人　鳥取市文化財団　鳥取市埋蔵文化財調査センター

　　　　　　　　　調　査　員　谷　口　恭　子

　　　　　　　　　　　　　　　藤　本　隆　之

　　　　　　　　　調査補助員　永田　りん太郎

　　　　　　　　　　　　　　　杉　本　利　子
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第2章　遺跡の位置と歴史的環境

］．山ヶ鼻遺跡の位置

　鳥取市は県東部に位置し、面積237．25k㎡、人｛コ15万人余りを擁する県庁所在地である。市域の三方は

山に囲まれ、北は日本海を臨む鳥取砂丘が広がる。地域の中央には中国山地を源とする千代川が流れ、

この下流域に広がる鳥取平野は、縄文時代前期の縄文海進時には入り組んだ内湾状を呈していたと見ら

れ、海退に伴う湖沼化と海岸部の砂洲の発達、千代川が運ぶ膨大な土砂の堆積によって形成された沖積

平野である。

　山ヶ鼻遺跡は、JR鳥取駅の西南西約2．2km、千代川左岸の鳥取市古海、菖蒲、本高地内に所在する。

周辺は千代川によって形成された味野地区から続く沖積平野と東郷谷から広がる平野とがぶつかり合う

標高7．6～8．6m前後の沖積中位面に立地する。遺跡の中央部には南から北へ大井手川が流れ、南側には

標高105mの釣山、北には通称仙ヶ鼻」と呼ばれる丘陵がある。また、現在、東郷谷を下る有富川は釣

山の南を通り菖蒲村の北で千代川に合流しているが、以前は山ヶ鼻丘陵の南を流れていたとみられ、平

成6年度の調査で旧河川が検出されている。上流からの堆積物で堰き止められ、流路を変えたものとみ

られている。また、平成7年度に遺跡中央部で岩盤が検出され、山ヶ鼻と釣山の中間部やや北側に孤島

状に微高地が展開していたとみられる。このように現在では圃場整備され比較的なだらかな水田面が広

がるものの古くは河川の氾濫を受けるなどして時代ごとで現在とはやや異なった微地形が展開していた

ものと想像される。

　遺跡の周辺は元々はのどかな田園地帯であるが、1985年（昭和60年）の鳥取国体を一つの契機として、

国道29号線（旧国道53号線南バイパス）遺跡の東側および菖蒲と服部集落間を通って南吉成が開通し、そ

の沿線に店舗や各種事業所が、釣山の西側には東郷工業団地が進出するなど、開発の著しい地帯となっ

ている。

2．遣跡の歴史的環境

【縄文時代】　鳥取平野周辺で最初に人の足跡がたどれるのは、千代川東岸の浜坂地内の砂丘で採集さ

れた黒曜石製の有舌尖頭器である。詳細は不明ながら旧石器時代まで遡る可能性をもつ遺物である。続

く縄文時代早期の遺跡として、平成14年、中国山地山間部に位置する智頭町智頭枕田遺跡が挙げられ

る。早期および中期末から後期初頭の竪穴住居多数が発見され、内6棟に石囲埋甕炉が遺存するなど10

万点を越す土器・石器などを含め、西日本最大級の縄文集落として注目されている。鳥取平野周辺で

は、同年、鳥取市域の西端、白兎海岸からlkm内陸の内海中所在遺跡で前期中頃磯ノ森式土器が後期の

土器とともに採集されている他、前期末の大歳山式土器が千代川東岸の丘陵上の立地する美和古墳群下

層遺跡、湖山池南東岸の低湿地に立地する桂見遺跡から微量ながら出土している。中期の遺跡としては

断片的ながら砂丘地に立地する栃木山、追後、天神山遣跡が挙げられる。この他、砂丘後背地の低湿地

に立地しそれぞれ前期、中期から始まる福部村栗谷遺跡、同村直遺跡、湖山池南東岸の低湿地に立地す

る桂見遺跡、布勢第1遺跡、湖山池に浮かぶ青島遺跡が後期を中心とする縄文遺跡として有名である。

桂見遺跡ではこれまで数度に渡る調査で、平成6、7年度に相次いで全長7．2、6．4mの丸木舟が相次い

で出土し話題となった。布勢第1遺跡では木組みをもった水路、漆塗りの木製広口壼・腕輪が出土し、

高度な技術が示されている。この他に千代川左岸では、岩本第2、帆城、湖山第2、岩吉、大楕、里仁

（仮称）遺跡などで少量の土器片が出土している。

　山ヶ鼻遺跡周辺地域では、山ヶ鼻遺跡で山ヶ鼻丘陵と釣山の中間地点にあたる微高地から二次堆積な

がら後期中葉から晩期前葉に比定される土器群が、山ヶ鼻丘陵の約20～30m付近で僅かながら突帯文土

器が、千代川自然堤防上に立地する古海遺跡では突帯文土器の良好な資料が、釣山南の有富川対岸山裾
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に立地する本高円ノ前遺跡でも少量ながら突帯文土器が、山ヶ鼻遺跡から2km余り南の横枕低丘陵から

落とし穴と推定される土坑群とわずかに後期の土器が検出されている。なお、古海遺跡や布勢第1遺跡

では後期から晩期へかけて遺跡の立地場所が推移しており、弥生時代を迎えるにあたり遣跡は自然堤防

上、平野中心部の微高地へと進出する傾向が窺える。

【弥生時代】　弥生集落の状況は、縄文時代晩期からの遺跡が引き続き営まれるようで前期の遺物を断

片的に出土し中期へ継続しない傾向がみられる。そんな中、鳥取平野の拠点集落と考えられている岩吉

遺跡では現在のところ県東部で最も古い要素をもつ弥生土器が出土しており、鳥取平野で最初に稲作を

導入した遺跡と考えられる。千代川平野の自然堤防上の砂洲を中心とした微高地に立地する。中期中頃

には自然堤防上に出現する古海、菖蒲、山ヶ鼻、服部、秋里遺跡などがあり、一部岩吉遺跡の分村的な

遺跡と考えられる。中期後葉になると段丘状の微高地に進出する遺跡が目立ち始め、帆城、湖山第2、

布勢第2、大檎、北村恵犠谷遺跡などがその例である。こうして後期に入ると松原谷田、桂見遣跡をは

じめ遣跡数は飛躍的に増加しそれぞれ古墳時代へと営まれていく。また、近年の古墳に伴う調査から、

丘陵上においても弥生遺跡の調査例が知られてきており、横枕集落背後丘陵の標高100m付近で弥生中

期後半の土器、下味野丘陵の標高75m付近で弥生中・後期の遺物、同じく標高40～50mで弥生中期中葉

～後葉の竪穴住居数棟、釣山の標高32m付近でも弥生竪穴住居1棟を検出している。山ヶ鼻丘陵の標高

30m付近でも弥生時代中期後半の竪穴住居、貯蔵穴が検出されている。山ヶ鼻遺跡では前期から中期前

葉までの遺物や遣構は確認されておらず、中期中葉になり突如土坑や溝状遺構が検出され盛期を迎え

る。隣接する菖蒲遺跡でも中期後葉が初源であり、縄文土器が出土した微高地一帯が平野での遺跡の中

心部と考えられる。また、丘陵裾部の調査例として、山ヶ鼻遺跡の西400mの山裾に展開する北村恵儀

谷遺跡では後期を主体とする竪穴住居や掘立柱建物などが、本高円ノ前遣跡では中期後葉の土坑、溝状

遺構が検出されている。

　弥生時代の墳墓については、山ヶ鼻遺跡の周辺では中期の土墳墓が下昧野丘陵で、後期初めの甕棺が

釣山で検出されているがこの時期については不透明な部分が多い。後期中葉になり、湖山池南東岸地域

で布勢鶴指奥1号墳丘墓、西桂見墳丘墓、桂見墳丘墓など累々と墳丘墓が、千代川左岸では後期前葉に

滝山猿懸平2号墳、中葉に紙子谷門上谷1・2号墓が造営される。この周辺では服部墳墓群で後期後半

の墳墓3基が検出されている。弥生時代の墳墓について調査事例は徐々に増加しつつある。

【古墳時代】　古墳時代の集落の調査例は比較的少ないものの、丘陵裾の現集落と重なり営まれたと推

察されている。弥生時代から続く布勢第2、桂見、帆城、湖山第1、湖山第2、天神山遺跡などがあ

一第1図選跡名称～

1．大熊段古墳群

2．三浦古墳群

3．桂見墳墓群

4．布勢鶴指奥墳墓群

5．里仁古墳群

6．梢間古墳群
7．　徳尾古‡賞群

8．古海古墳群

9．本高古墳群

10．宮谷古墳群

11．小森山古墳群

12．釣山古墳群

13．服部墳墓群

14．下味野古墳群

15．篠田古墳群

16．横枕古墳群

17．玉津古墳群

18．長谷古墳群
19魯　ノ、坂古墳群

20．橋本古墳群

21．美和古墳群

22．古郡家古墳群

23．園原古墳群

24．越路古墳群

25．　空山古墳群

26．六部山古墳群
27．　ヲ§合木互ぎ墳群

28．大路山古墳群

29．面影山古墳群

30．雁金山古墳群

31．円護寺古墳群

32．開地谷古墳群

33．湯山古墳群

A．秋里遺跡

B．岩吉遣跡

C．湖山第2遺跡
D．天神山道跡

E、西桂見遺跡

F．桂見遺跡
G．東桂見遺跡

H．布勢第1遣跡
1．布勢第2遺跡
」．里仁遺跡

K．大檎遺跡
L．小森山遺跡

M．北村恵儀谷遣跡

N．古海遺跡

O．山ケ轟遺跡

P．菖蒲退跡

Q．本高円ノ前遺跡

R．服部遺跡

S．古市遺跡

T．宮長竹ケ鼻遺跡

u．橋本遺跡

V．越路銅鐸出土地

W、七谷須恵器窯跡群

X．古郡家・大路川遺跡

Y．西大路土居垣跡

Z．追後遺跡

a．団遊見墳丘墓

b．埆間1号墳’

c．古海35号墳
d．‖艮音i～23号墳

e．下味野23号墳
f．　横枕55号墳

9．横枕13号墳

h．古郡家1号墳
i、六部山3号墳

一凡例一

〇集落遺跡・遺物散布地

○墳墓群・古墳群

銅　　主要古墳
駅

幽　繊穴

曲　城跡
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る。いずれも大集落といかず微高地に住居が点在するといった状況で、西桂見遣跡の調査から、弥生時

代丘陵上にみられた住居も古墳築造期になると丘陵斜面へ下りていくとされる。山ヶ鼻遺跡周辺では、

岩：吉、菖蒲、大梢遺跡などがある。菖蒲遺跡では釣山裾部の標高7．6mで前期の焼失住居が、対岸の古

市遺跡で自然堤防上の標高5mに前期とみられる竪穴住居が検出されている。しかし菖蒲、服部の平野

部周辺では中期になると溝状遺構を除いて明確に古墳時代中・後期に比定される遣構は7世紀に入るま

で見られなくなるようである。この時期の特徴的な遺跡として秋里、塞ノ谷遺跡をあげることができ

る。前者が古墳時代を中心として祭祀色が強く、特に多量の土師器、各種模造土・石製晶を出土する土

器溜状土坑が特徴的である。後者は湧泉を中心に弥生～古墳時代と継続して展開し、分銅形土製品、

舟、刀など各種木製模造品が注目される。

　平野縁辺の丘陵上には、当初弥生時代の系譜を引く方（形）墳が営まれ、小地域単位で新しい要素を導

入し展開していった様相が窺える。現在のところ、湖山池南東岸の桂見2号墳、鳥取平野南部の美和32

号墳が当期の首長墓とみられる。畿内影響下の前方後円墳・六部山3号墳（全長63m）が前期後半の築造

とされ、古郡家1号墳（全長90m）がその系譜を引く。山ヶ鼻遺跡の周辺では、銅鏡を出土した古海40号

墳を含め古海、徳尾、釣山、服部、横枕、下味野古墳群などで前期古墳が調査されている。中期の前方

後円墳は里仁29号墳（全長59m）、桐間ユ号墳（全長92m）が丘陵を隔てて展開するが、山ヶ鼻周辺では後

期前半の釣山2号墳（全長26m）や未調査の服部23号墳（全長23m）が分布する。近年調査された横枕古墳

群、倭文古墳群周辺では横枕13号墳（全長70m）の存在を絡め、湖山池南東岸地域や鳥取平野南部地域に

匹敵するような地域勢力の存在が指摘されている。山ヶ鼻周辺はちょうどこれらの緩衝地域にあたる

が、この地域での古墳の様相は必ずしも明らかとは言えず、今後に残した課題である。ただ、因幡地域

唯一の前方後方墳である古海36号墳（全長67m）、7世紀中頃の築造とされ巨石を剖り抜いた石棺式石室

をもつ山ヶ鼻古墳（古海13号墳）は7世紀後半の創建とされる菖蒲廃寺へ繋がり、貴重な存在である。

【歴史時代】　7世紀に入ってからこの地域は、白鳳時代の創建とされる菖蒲廃寺に象徴されるように

菖蒲村周辺は古代山陰道の通過地点とともに駅衙、郡家の推定地でもあり、律令期に入り鳥取平野西岸

の中心的地域であったとされる。現在でも菖蒲集落の西に菖蒲廃寺の塔心礎とみられる礎石があり、こ

の付近で土師百井式軒丸瓦が出土している。またその250m西の山ヶ鼻遺跡では菖蒲廃寺と時期の重な

る7世紀の掘立柱建物や土坑などが検出されている。千代川対岸の古市遺跡では7世紀後半から平安時

代の掘立柱建物と奈良三彩小壼、墨書土器などが出土している。また、律令体制下のこの地域は、天平

勝宝7年（755）、『東大寺東南院文・書』「東大寺領因幡国高草郡高庭庄坪付注進状案」から南北10条にわた

り条里制が施行されていたことが明らかとなっている。この時期、菖蒲遺跡では釣山裾に8世紀大の総

柱建物が検出されている。高庭庄の経営はうまくいかず、10世紀後半には完全に没落し、長保6年

（1004）を最後に史料に見られなくなる。この間、山ヶ鼻遺跡では9世紀の牛骨や斎串、墨書土器が出土

した井戸や9～13世紀にいたる多量の土器を出土した大形土坑があり、菖蒲遣跡では「草路」と記された

墨書土器が出土している。また、岩吉遺跡では8～10世紀にかけて溜状遺構や自然流路から567点にも

及ぶ墨書土器、人形、木簡などが出土している。また、山ヶ鼻遺跡で輸入陶磁器が、菖蒲遺跡で中世京

都、近江産の緑紬陶器片とともに白磁、青磁片が多数出土しており、高庭庄没落後も中世にかけて何ら

かの統治機関的なものがあったと考えられている。

引用・参考文献

　鳥取市『新修鳥取市史　第1巻古代・中世篇』1983年

平凡社『日本歴史地名大系第32巻　鳥取県の地名』1992年

㈱鳥取市教育福祉振興会『山ケ鼻遺跡H』1996年

働）鳥取市文化財団『服部墳墓群』2001年

㈱鳥取市文化財団ぎ横枕古墳群珊2003年
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1、掲「色枯質二1こ（耕作土◇2よ～｝陪で機色かかる）

2．黄庚色シルト　（やや粘質）

ヨ，黄褐色枯質シルト

コ．灰黄掲色シルト〈籔まり弱い。陪渠か）

5．黄灰色粘貿シ）レト（2よ1戸頸ウ炭片を含む）
6．黄灰色粘質枯土（床二｛≒緒まる）

7．黄灰色粘質シルト（5よ1輝L掲｛垂の沈蒼有〕
8．灰黄褐色粘質シルト（褐色の沈着有）
9．黄灰色枯質土（機色及び黄褐色の沈着イ∫｝

10，灰黄色枯質シルト
lL黄灰色枯漉　（9より階ぐ黄褐色の沈泄1°二干有　｛裕かに極細砂混じり）

12、灰黄褐色枯貿シルト（粘質やや強。褐色の沈着若干イ島13より褐色力・かる）

13．褐灰色粘質シルト（結質やや強）

M．黄灰色シルト（掲色・明黄掲色の16ほどではない沈着イD
15．褐灰色粘質シルト（］2より明で枯質やや強）

至6．黄灰色粘貿シルト（29よりやや1勇。沈蒼有）

］7．陪灰黄色粘土（糊黄褐色の沈着大）

〕＆灰黄褐色粘質土（やや砂質かかるσ26より暗）
19．黄灰色枯土｛炭片を含む華黄褐色の沈着若干有芯0，5C囚大の灰黄色搬］こブロックを若予念む＞

20．灰色枯貿シルト16より暗。褐色の沈蔚有◇土器細片を含む1

5m

21．灰色枯質シルト（20よりやや略で粘質。弥生土器片を含むe褐色の沈着イf）
22，オリーブ黒色鈷土（籔砂を含む芯炭片を含む。掲色の沈着なし）

23．黒色枯土（織日砂を含む。炭片を層状に含む）
24．灰色撒掲（25よi〕やや1男で緑灰色かかる。炭片を含む。弥生土器片を含む｝

25．灰色極頴砂（1c罰大の灰色粘土ブロックを含む。＊片・措物遺体を含むや弥生土器片を含む）

26．黄灰色シルト｛13より灰色かかり砂質）
27．祭灰色シルト（灰色粘質シルトをしみ状に含む）
28．隷灰色シルト（基盤層章無選物層）

29．緑灰色シルト（灰色諮質シルトをブロック状に含む）
39．黄灰色シルト（29よりやや陪で褐色かかる）
3〕．黄灰色シルト（29よりやや略で褐色かかり轍貿）

32．黄灰色シルト（褐色の沈着有ぢ炭片を含む。灰色砂を若千念む。SK竜1埋土｝

33．黄灰色シルト（炭片を含む。灰色砂を含む）
34、黄灰色シルト（褐色の沈着有◇灰色砂を含む）
35．黄灰色シルト（掲色の沈着イf。炭片を含む。灰色砂を若干含む）
36．黄灰色シルト（赤覆色の沈着イぎ）

37．緑灰色粘質シルト（黄灰色かかる）

38．資灰色シルト（繰灰色シルトを含む。褐色の沈着有＞
39．黄灰色シルト（緑灰色シルトを含む穗褐色の沈着イぎ）

40．緑灰色シルト〈炭片を含む。黄灰色シルトを含む。39より明）
U．緑灰色シルト（4Gより炭片の含み少で明）
42．褐灰色粘質土（誘作土）

43、灰オリーブ色シルト（客土。5cm大の録灰色粘土ブロックを含む）
44．黄燈色砂環（真砂土会α1～1cm大の砂礫を含む）
．15、灰黄色シルト（客土。炭片を多く含む）

・16，灰黄褐色砂礫混粘貿土（客土。締まり弱い。1～10C面大の礫を含む。真砂土と47の混じったもの）

47、掲灰色粘質土（客土。炭片を多く含む治三～5c銅大の礫を含む＞
48、暗灰黄色枯質シルト（明遺褐色。褐色の沈着若干有）

4g．撹乱土（重機による）

50．男な鶴色枯土（沈着層）

51．黄灰色シルト（客土混。枯質。褐色の沈着有）
52．び灰色シルト（客土混。枯質砂褐色の沈着有。やや賠灰色かかる）

53．灰黄褐色シルト（客土混。褐色の沈着有）
54．掲灰色枯質シルト（明黄褐色の沈蔚著しい）

第3図　調査区断面実測図（S＝1：80）
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第3章　調査の結果

第1節　調査区の立地と層序（第2～4図、図版3・4）

　山ヶ鼻遺跡は、釣山と山ヶ鼻丘陵間の平野、標高6．8～7．5m前後に広がる遺跡で、この平野は千代川

によって形成された沖積中位面にあたる。平野中央部を江戸時代初期に開削された灌概用水「大井手川」

が北上し、山ヶ鼻丘陵から丘陵東裾を通り徳尾、里仁へと続く。今回の調査地は山ヶ鼻遺跡の北東地域

にあたり、山ヶ鼻丘陵裾に広がる現集落の県道古海高路線を境えた南東側に位置する。～帯は圃場整備

　　　　　　＼．当

0

・灘ノ
　　　　⊥

　、ノ
　　　，1　「

霧

／4

A区1

　　トー一一

バーμ卜一「－rl

1・川・一

戸1

1睡

第4図山ヶ轟遺跡調査地位置図（S＝1：2，000）
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された水田が広がり、調査前の標高6．8～7．2mを測る。南西側は丘陵から延びる微高地が張り出して地

盤が高く、北東方向の国道29号線交差点側へ徐々に下がっていく状況が認められる。

　調査地は幅7m弱で北東一南西方向に細長く、廃土処理等の問題から分割して調査を行うため、各調

査区のほぼ中央部を通る基準ラインを設定し、10m毎のA～N杭とラインと直交する調査杭を設けた。

調査地の層序は、調査区の北西壁面で行い、適宜基準ラインに沿ったトレンチを設け観察を行った。

　調査地のi基本層序は、①第1層耕作土、②第6層床土、③第7層黄灰色粘質シルト、④第15層灰黄褐

色粘質シルトおよび第16層黄灰色粘質シルト、⑤第20層灰色粘質シルト、⑥第27層緑灰色シルト（灰色

粘質シルトをしみ状に含む）、⑦第28層緑灰色シルトである。耕作土は複数に分層でき、それに伴う暗

渠も断面から二時期があり、用材も竹や広葉樹、瓦、川原石など様々な種類が認められた。調査区のほ

ぼ全面で②第6層のオレンジかかった黄灰色の床土が広がり、それを除去すると③第7層黄灰色粘質シ

ルトが広がり、遺構面といった状況である。遣構は床土下の第9層上面で申世の溝状遺構が、第27層上

面で弥生時代中期の土坑群を検出している。ただ、床土およびその下層では羽釜や土鍋、管状土錘、底

部糸切り須恵器片や土師器片が出土しており、第／4層中には6世紀中葉の須恵器、土師器片を含む。ま

た、細長い調査区中には谷状となる部分が認められ、F杭～J・K杭中間の区間は谷状に深く落ち込む

区間であることが判明した。逆にSD－01東側のC杭周辺は床土下は緑灰色シルトのしっかりした地盤が

広がっており、この一帯の上面は削平されたとみられる。

　また、基盤層となる緑灰色シルトは南西側ほど緑かかり、北東側へ行くほど灰色かかる傾向が観察さ

れる。おそらくこの緑灰色シルト層が平成7年度調査区全体で検出された基盤層黄褐色シルトに対応す

るものとみられる。

第2節　調査の結果

1．土　　坑

SK－01（第3・4図、図版5）

　B区南西寄り、第16層下の第27層上面、標高6．55mで検出した。排水溝に掘肖‖され、調査区壁面の土

層断面で確認した。南西80cmにSK寸7が位置する。遺構の北西部は調査区外であり、平面形や規模は不

明である。遺存幅70cmを測る。現況では南北やや西寄り方向に軸を振る。断面は椀状である。検出面か

らの深さ20cm、底面は標高6．37mを測る。埋土は黄灰色シルト1層である。遺物はわずかに土器底部細

片2点が出土している。

SK－02（第3～5図、図版5）

　C区北西壁面沿い、第16層下の第27層上

面、標高6．61mで検出した。南西側でSK－11

を切る。遺構の大半は北西調査区外へ延び、

平面形や規模、主軸など不明である。断面は

椀状である。検出面からの深さ51cm、底面は

標高6．10mを測る。埋土は4層に分かれ、第

3層は炭化層で炭片を多く含む黒褐色シルト

である。遺物は第5図中の胴部片以外にも壁

面の崩落土中から出土している。

SK－11＼

堕

　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　1m

．黄灰色シルト〈懲色の沈着孝膓炭片を含む．灰色シルトを含む）
．黄灰亀シルト（］より暗÷炭片を1より多く含む）

　褐色シルト（炭片を多く含む）
．鼓灰色シルト（戻片を含む。隷灰色シルトプロックを含む）

　第5図SK－02実測図
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SK－03（第3・4・6・7図、図版5・13）

　C区北西壁面沿い、第16層下の第27層上面、標高6．53mで検出した。調査区北西壁面から、本来遣構

の上面は6．63mまで上がる。北東側でSKづ1を切る。遣構の北西側は調査区外へ延びるが、遺存する南

西側より壁面での底面が上がってきていることから調査区外へはさほど大きくは延びないと考えられ

る。遺存状況から、平面形は長楕円形で、遺存長L76rn、幅1．29mを測る。主軸はN－35°－Wを振る。

断面はやや不整な椀状である。検出面からの深さ52cm、底面は標高6．02mを測る。埋土は6層に分か

れ、第2層黄灰色シルトは炭片を多く含み、遣物の多くはこの層中の出土である。

　遺物は西壁寄りに集中し、54×34×20cmの容量をもつコンテナ約半箱分の土器の他、黒色千枚岩の石

庖丁片、石庖丁未製品片各1点、碧玉材1点、川原石が出土している。石庖丁未製品は中央部で割れて

いるが形状はほぼ石庖丁形に成形されており、研磨を施す以前の段階のものである。碧玉材は岩肌を残

す荒割り段階のもので擦切溝は見られない。土器には甕、底部、高杯片がある。このうち図化した甕（1）

は口縁端部は上方へ摘みやや受ロ状の丸味をもつ。端面は後にヨコナデされたのか浅い凹線状の凹みを

もつ。肩部には縦ハケ目以前の横位の叩き目が明瞭に観察される。高杯（2）は肥厚してほぼ水平面をもつ

ロ縁部外面に独立した3条の凹線を確認する。全体に風化がすすむが内面にヘラ磨き痕が観察される。

SKO4（第3・4・8図、図版5）

　C区北西壁面沿い、第27層上面の標高6．51mで検出した。北西側を排水溝で掘削したが壁面に遺構を

観察せず、排水溝内で終結する。60cm東にSK－03が配置する。平面は長楕円形を呈し、遺存長85cm、幅

II＝660m

＿＝一＿＿
『　　　　ξ

�H

＝くミ酬蒙rナ』・茸IF

一＝二v

1

≡〕

　　O　　　　　　　　　　　　IOcm

第7図　SK－03出土遣物実測図

／

騒＝66◎m

　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　ユm

．びく色シルト（炭片を僅かに含む）

．藪　色シルト（1より暗。炭片を多く含む）
W’色シルト（隷灰色シルトをブロック状に含む｝
．灰色シルト　（3に似る。炭片を含む。隷灰色シルトを奮む）
。灰色シルト　（炭片の含みなし。該庚色かかる）

．縫灰色枯質シルト〈炭片の含みなし）

　　第6図　S｝〈－03実測図

　　　　0　　　　　　　50cm

．賀レ色シルト（明黄褐色の沈着若1有c炭片を僅かに含む）

4　色シルト　（1よ｝）靖。炭片を含む｝

．煉夙色シルト（2より暗。炭片を1、2より多く含む。
緑灰色シルトを含む）

．録灰色シルト（炭月∋を含む◇黄灰色シルトを含む）

　　第8図　SKO4i実測図
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68cmを測る。主軸はN－43°－Wを振る。断面は椀形である。検出面からの深さ22cm、底面は標高6．29m

を測る。埋土は4層に分かれる。

　遺物は第3層を中心として出土しており、甕、底部片、石鎌基部片1点が出土している。石繊は幅

2．1cm、基部は緩やかな凹状を呈し周縁は両面加工される。

SK－05（第3・9図、図版6）

　C区南東寄り、第27層上面の標高6．62mで検出した。平成13年度試掘トレンチの浅掘部分にあたる。

1m西にSK－06が配置する。平面は不整な長楕円形を呈し、長さL74m、幅76mを測る。主軸はN－54°－

Eを振る。断面は不整な椀状である。検出面からの深さ22cm、底面は標高6．39mを測る。埋土は黄灰色

シルトで2層に分かれ、第1層に炭片を含む。

　遺物は第1層中の南東壁面寄りから出土しており、甕、底部、紡錘車片1点が見られる。このうち図

化していないものの、甕は上方へ摘みわずかな端面をもつ口縁部を含むが、凹線を施すほどの肥厚は見

られずすべて凹線はみられない。紡錘車は体部片の転用で径4．9cmを測り、中央に径0．5cmの円孔が両面

穿孔される。

SK－06（第3・10・11図、図版6・13）

　C区西寄り、第27層ほぼ上面の標高6．51mで検出した。平成13年度試掘トレンチの北西壁面で確認さ

れていた土坑である。よって南壁側はトレンチで掘削される。北西40cm余りにP－01、北1mにSK－04、

東！mにSK－05が配置する。平面はやや歪な楕円形を呈し、長さ1．11m、遺存幅74cmを測るが、現況か

ら幅81cmが復元される。主軸はN～58°－Eを振る。断面は中央部が凹む不整な椀状で、壁面の立ち上が

りは比較的急傾斜となる。検出面からの深さ49cm、底面は標高6．02mを測る。埋土は黄灰色シルトと灰

色シルトの5層に分かれ、第4層に遺物が集中する。また、第1層、第2・3層間を砂脈がはしる。平

モ1＝670’ト〕

一

〔

／o

声

ξ

§

　　　　　　、員一丘シルト　（炭片を含む春　］c屈
　　　　　　人　隷灰色シルトブロックを含む）
　　　　　　、黄灰色シルト　傍象灰色シルトを含む。

　　　　　　1より明。2c頂大の炭片有）
　　　　　　．黄灰色シルト（炭片を若干含む）
　　　　　　，永灰色シルト　（3より若干暗）
　　　　　　．灰色シルト（炭片を含む。緑灰色
　　　　　　シルトを含む。黄灰色粘土を含む）

0 担n

第10図　SK－06実測図

魎

0 50cm

箕灰色シルト（炭片を含む。明或褐色の沈着若干有）
．黄灰色シルト（］より明∋炭片含まず◇緑灰色シルト
を含む）

　第9図　SK－05実測図
　　　　　　　　一
第11図　SK－06出土遣物実測図

2
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成7年度の調査区でも同様に墳砂、砂脈が検出されており、今回、以前の調査ほど顕著なものはSK－06

周辺においても検出されなかった。

　遺物は第4層中心に土坑全体に土器が散らばるように出土しており、壼、甕、高杯脚部片、底部片が

見られる。広口壼（1）は頸部に縦ハケ目調整後断面三角形の貼付突帯3条を施す。無頸壼（2）は（1）が乳褐色

で焼成良好なのに対し赤褐色で焼成甘く剥落がすすむ。［コ縁両端部は内外から摘んで水平面を成す。内

面にハケ目が観察される。図化していないが甕は日縁部しっかりした端面を持ち、わずかに凹線が観察

されるものが確認された。

SK－07（第3・12・13図、図版6・13）

　C区中央やや北寄り、第27層ほぼ上面の標高6．55mで検出した。南東隣にSI（－08が、東50cmにSK－10

が、北東1mにSK－09が配置する。平面はやや不整な楕円形を呈し、長さLO4m、幅80cmを測る。主軸

はN－66°－Eを振る。断面は皿状で、検出面からの深さ22cmを測るが遺物の出土状況などから本来深さ

はもう10数cm程度はあったと思われる。底面は標高6．34mである。埋土は黄灰色シルト1層である。

　遺物は遺構底面に貼り付くものはなく、中央部に内面を上に向けた状態の底部が、その北側に外面を

上に向けた底部（1）が出土している。この二つの底部は外縁部が打ち欠かれたような状態で表面が薄く剥

離しており、二次焼成を受けたと考えられる。遺物は54×34×20cmの容量をもつコンテナ約3分の1箱

分に相当する土器が出土しており、

広口壼片、甕片、底部、石繊1点が

ある。底部は底径5cm程度の甕底部　　　　＿　　　　　　　≡m

も数種みられる。広口壼は頸部に指

頭圧痕貼付突帯2条を施し、口縁端

面に斜格子文がめぐる。わずかにみ

られる甕口縁部は拡張して平坦な端

面をもち薄っすら凹線が認められ

る。底部（1）は外面丁寧なヘラ磨き、

底面剥落不明。内面丁寧なナデ。石　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

錺i（2）は長さ2．26cm、幅1．9cmを測

り、無茎鎌で基部はほぼ直線的、全

体的に雑な作りである。

SK－08（第3・14図、図版7）

　C区中央やや北東寄り、第27層中

の標高6．381nで検出した。北西隣に

SK－07が、北東30cmにSK－10が配置

する。平面はやや角張った不整楕円

形を呈し、長さ75cm、幅65cmを測

る。主軸はN－4㌔Wを振る。断面

は皿状で、検出面からの深さ現況で

11cmを測るが検出時の状況から本来

深さはもう少しあったとみられる。

底面は標高6．27mである。埋土は砂

質の強い黄灰色シルト2層に分か

れ、第1層は炭片を多く含み黒褐色

となる。遺物は出土しなかった。

酬

　　　　　0　　　　　　　50cm

　　　　　－1．黄灰色シルト
　（明黄掲色の沈管有。炭片を含む）

第12図　SK－07実測図

0

幽

玉Ocm

H＝650m

　　　0　　　　　　　50cm

1．黒栂色シルト　（炭片を多く含む。

　黄灰色シルトを含む）
2．血灰色シルト

第14図　SK－08実測図

＜：＞2

　　　0　　　　　　4c田

第13図　SKO7出土遺物実測図
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SK－09（第3弓9図、図版7）

　C区北寄りでM杭の東に位置する。第27層中の標高6．51mで検出した。南東隣にSK－10が、南lIn程

にSK－07、08が配置する。平面は不整な楕円形を呈し、長さ97cm、幅66cmを測る。主軸はN－32°－Eを

振る。断面は皿状で、検出面からの深さ現況で6cmを測るが検出時の状況から本来深さはもう少しあっ

たとみられる。底面は標高6．44mである。埋土は黄灰色シルト1層である。

　遺物はわずかに甕ロ縁部片と碧玉玉材1点が出土している。甕は口縁端部は僅かに肥厚して丸味のあ

る端面に薄い凹線が認められる。碧玉玉材は底面で出土しており擦面3面と擦切溝3が観察される。

SK－10（第3・4・16・17図、図版7・13）

　C区北東端、第16層下の第27層上面、標高6．57mで検出した。　C　1トレンチの北壁断面で観察され、

南西側より底面の高さが上がってきている状況からそう大きく北東へは延びないものとみられる。西隣

にSK－09が、東隣にSK－12が、南西隣にSK－07、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口＝660m08が配置する。平面は溝状を呈し、遣存長3．40

m、幅59cmを測る。主軸はN－43°－Eを振る。

断面は椀状で、検出面からの深さは現況で32cm

を測るがC1トレンチの北壁断面を参考とする

と本来40cm弱あったと考えられる。底面は標高

6．11mである。埋土は4層に分かれ、第2、4

層が黒っぽく最下層の第4層は炭片を含む。

　遺物は第2、4層を中心に土坑内に分散して

出土する状況がみられ、甕で構成される。図化

した甕（1）は肩部が張らず口縁部は屈曲して端部

は肥厚してやや丸味をもつ端面をもつが凹線は

施されない。これ以外にみられる甕口縁部は同

様肩部は張らないが端部は肥厚せず丸くおさめ

る。底部（2）は底部下位から反り上がる形態で、

ヘラ磨きによる調整が弱く、外面は縦ハケ目後

やや幅広のヘラ磨きが施されるがハケ目が残

る。底面ナデ調整。内面は丁寧なナデ仕上げで

ある。紡錘車（3）は体部片の転用で長径3．82m、

不整な楕円形を呈する。中央に径約4㎜の円孔

を両面穿孔する。

堕・

　　　　　　　　＼

酬m

L　　些cm
茎．黄灰色シルト　（哀パ色かかる）

第15図　S｝〈－09実測図

紗∵顯
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／冒

旦≡｜

一⑳）◎

c：：コ＝ 3

　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　　jOcm

　　　　　　　　一
第17図　SK－10出土遣物実測図

　　　0　　　　　　　50cm

　“色シルト（炭片を籏かに含む）
，β　」色シルト　（粘貿P灰色がやや強い，

　色砂（黄灰色シルトを含む）
：黄雄シ，川（や・色かかる。灘†を含

む。灰色砂を若千口山

第16図　SK－10実測図
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SK－11（第3・4・18・19図、図版7・13）

　C区北西壁面沿い、第16層下の第27層上面、標高6．63mで検出した。北東側をSK－02、南東側をSK－

03に切られ、上部を排水溝に掘削される。北西側壁は調査区北西

壁面へ延びる。平面は溝状を呈し、遺存長2．18m、遺存幅52cmを　　　　　　　（ヲ8

㌫㌶霊㌶慧沮漂1錫巖竃：篭　　　鴎　＼
と本来40cm弱あったとみられる。底面は標高6．211nを測る。埋土

は3層に分かれる。

　遺物は南西側に分散して出土しており、斑×34×20cmの容量を

もつコンテナ約4分の1箱分に相当する

土器が出土しており、甕、底部片、碧玉

材1点がある。甕は口縁端部は上方への

摘みがなくさほど肥厚もしないが端面に

凹線がみられるものとそうでないものと

がある。底部（1）は径8．8cmの底面から僅

かに反り上がって外方へ大きく開く形態

で、叩き目が観察される。縦ハケ目後縦

ヘラ磨き及び工具ナデ。底面ナデ仕上

げ。内面はハケ目後外面同様の弱い工具

ナデが観察される。脚部（2）はハの字に開

き、外面縦ハケ目後幅広の弱いヘラ磨

き、内面丁寧なヘラ磨き調整。碧玉材は

北西壁面の標高6．55mで出土し、やや風

化して白味かかった石材としてはやや不

良な部位である。擦面はなく擦切溝2が

観察される。

SK－12（第3・20・21図、図版8・13・14）

　C区北東端、第16層下の第27層上面、

標高6．56mで検出した。　C　1トレンチの

北壁断面で観察され、南西側とで底面の

高さがさほど変わらないことから北東調

査区外へ延びるとみられる。西隣にS忙

10が、南東1m弱に土器群が配置する。

当初土器が帯状に出土することから横断

トレンチを掘り下げ、掘

り込みが確認された。南

西側は再度の冠水などで

既に土器が露出している

状態となり遺構の南西端

は不明となる。平面は溝

状を呈し、遺存長3．65

m、幅1．06mを測る。主

碧玉

L

／△

磁

旦≡m

≡n

o

H＃660m

50cm

1．適灰色シルト〈炭月’を含む☆隷灰

　色シルトプロックを含む）
2．黄灰色シルト（1より賠で炭の含

　み多い）
3．繰灰色シルト｛炭片を含む◇黄灰

　色シルトをγ丁含む）

第18図　SK一臼実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　　1m

1．黄灰色シルト　（黄灰色砂を含む）

2．黄灰色シルト　（1より明。隷灰色かかる）

第20図　SKヰ2実測図

　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　10cm

　　　　　　　　　　　一
第19図　SK－11出土遺物実測図
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軸はN－39°－Eを振る。断面は皿状で、検出面からの深さはi現況で24cmを測る。底面は標高6．31mであ

る。埋土は黄灰色シルト1層である。

　遺物は土坑の主軸方向に沿って出土する状況がみられ、円礫、角礫、石庖丁片と土器が出土してい

る。54×34×20cmの容量をもつコンテナ1箱弱に相当する土器が出土している。広日壼、小型壼、甕、

高杯がみられる。広口壼（1）は頸部から上はほぼ完存する状況で、体部以下は検出されなかった。肥厚し

やや下垂する［コ縁端面に斜格子文がみられ、口縁上面に2重の列点文がΩ状に注ぎ日を除いて施され

る。頸部は刻目貼付突帯2条がめぐる。頸部外面縦ハケ露、内面丁寧な横ヘラ磨き。広日壼（2）は頸肩部

と底部は接合しないものの同一個体とみられ、頸部に2条の貼付突帯がめぐる。肩部に2種のハケ目、

ヘラ磨きは斜位方向である。壼（3）は口縁端部は平坦面をもち、外面にやや突出度のある刻目貼付突帯が

〆　　　　　　　’　「父シ　●　　　「＝＿｝一　　≡

一 一　二　　　　　　　　　　　　、

|　　　　　　　　　　　　　　1
A．　　　　　　　　　　　’
一・@手～　　　　㌻　侯

翻鼎 きミご　り一
黶@　　　　1
`≡　　、　～

へ

×wず

〃髪　　　1

㍉s’、、

三ニペ・ ^3

ゴ1γ

ll念又

曇ぎ≦… m，

鋼

五

一

0　　　　　　　　　　　　10cm

　　　　　　第21図 SK－12出土遣物実濃姻

　　　ミ

　　　…

　　　0　　　　　　　4cm
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めぐる。甕④はロ縁は上外方へ伸び端部はさほど肥厚せず丸く納める。体部は最大径を中位やや上方に

とりなだらかに底部へ続く。内外2種のハケ目、のち外面は縦ヘラ磨きをし上位へ及ぶ。甕（5）は20cm×

20cm×6cm大の円礫の下でまとまって出土している。肩部が張らず口縁は端面をもつが凹線は施されな

い。内外ハケ目調整で肩部外面に明瞭な叩き目が観察される。甕はこの他にも複数出土しているが（4×5）

と同様なロ縁で明確に凹線が認められるものはない。高杯（6）は口縁部は屈曲してほぼ水平にイ申びる。杯

部は深く椀状でない外面ハケ目調整である。高杯（7）は端部が肥厚して外傾する端面をもち、全体に剥落

すすむが内外面にヘラ磨きを確認する。底部（8）は底部から内聾しながら立ち上がる。内面にハケ目のち

板状および爪状の圧痕多数が観察される。石庖丁（9）は紐孔部の残存で、背側辺部も幅を減じ刃部状とな

る。黒色千枚岩製である。

SK－13（第3・22・23図、図版8・15）

　C区南西端に位置する。標高6．52mで検出した。北西端は調査区外へ延び、南側でSK－14、南西側で

SK－15を切る。平面は不整な長楕円形を呈し、遺存長L55m、幅1．04mを測る。主軸はN－89°－Wを振

る。断面は不整な皿状となる。検出面からの深さ19cm、底面は東側で標高6．22mを測り西側でやや高く

なる。埋土は黄灰色シルトと緑灰色シルトの3層に分かれ、第1、2層は炭片を含む。

　遺物は径5～7cmの複数の底部を含め甕と高杯脚柱部片が土坑に分散して出土している。このうち図

化した甕（DはSK－14との境界部で出土している。口縁部は受口状で端部は上方への摘みがなされ丁寧な

ヨコナデ調整。丸味のある端面に凹線は施されない。器壁厚く、内面に粗いハケ目のちの指頭圧痕多

数。外面はヘラ磨きが多用される。このに（1）より上方への拡張が強く端面にはっきりと凹線が認められ

るもの、やや大型の甕で僅かに肥厚した端面に凹線は持たないものとがある。
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SK－14（第3・22・24図、図版8・15）

　C区南西端に位置する。標高6．44mで検出した。北西側はSK－13に切られ、当初SI（－15と同一遺構と

の認識から掘り下げをすすめたためb一ポ断面以北は不明である。平面は不整な長楕円形を呈すると

みられ、遺存長LOlm、幅67cmを測る。主軸はN－27°－Eを振る。断面は不整な皿状となる。検出面か

らの深さ23cm、底面は東側で標高6．21mを測り西側でやや高くなる。埋土は炭片を含む黄灰色シルト2

層に分かれる。

　遣物は土坑南壁沿いとSK－13寄りの25×18cm範囲の炭化層近くで出土しており、広口壼日縁部片、

甕、底部がある。壼は僅かに肥厚するロ縁端面および上面に凹線など装飾はない。図化した甕（1）は上下

に肥厚した口縁端面に2条の凹線が施される。内外丁寧にハケ目調整され口縁部丁寧なヨコナデ。外面

に弱いヘラ磨きを観察する。底部（2）は底部器壁薄く脚端部は短くハ字状に開く。

SK－15（第3・22・25図、図版8・15）

　C区南西端に位置する。標高6．53mで検出した。平成13年度試掘トレンチ南西壁面で確認されていた

土坑である。西側をSK－13に、南側をSK－14に切られる。平面は不整な長楕円形を呈するとみられ、遺

存長1．77m、幅1．26mを測る。主軸はN－62°－Eを振る。断面は不整な椀状となる。検出面からの深さ

43cm、底面は東側で標高6．06mを測る。埋土は上層は炭片を含む黄灰色シルトで下層は黄灰色砂と緑灰

色粘質シルトに分かれる。

　遣物は土坑南東側で出土する傾向があり、54×34×20cmの容量をもつコンテナ約2分の1箱分に相当

する量が出土している。遺物は混入やSK－13、14の遺物の可能性をもつ土器片も認められたが、広ロ

壼、無頸壼、甕、碧玉製管玉、碧玉玉材がある。壼にはロ縁部端面に刻目のち凹線1条を施すものや頸

　　、1
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部に指頭圧痕貼付突帯があるものなどがみられた。図化した無頸壼（1）は肥厚してほぼ水平な端面を持

ち、内外ハケ目調整のちヘラ磨き。口縁部（2）は、ハ字に開き端部で上方へ屈曲して僅かに内傾面を持

ち、外ハケ目のちヘラ磨き。内面ナデ調整である。底部（3）は剥落がすすみ調整が不明瞭で、径9．85cmの

どっしりした底部からやや反り上がり開く形態である。管玉（4）は長さ2．24cm、土坑の底面近くで出土し

ており、多面状の研磨痕も観察されず製晶として完成した管玉である。碧玉玉材（5×6）はそれぞれ擦切溝

2を有する玉材で、完成品（1＞に比べやや白っぽい部位で（6）には自然岩肌を1面残す。

SK－16（第3・26図、図版8）

　B区南西部、K杭西に位置する。標高6．44mで検出した。当初第16層下の第27層上面でそれらしき輪

郭を観察したことから、本来は第27層上面まで土坑の上場は上がるものと思われる。1．4m南西にSK－

17が配置する。平面は長楕円形を呈し、長さ2．45m、幅95cmを測る。主軸はN－53°－Wを振る。断面は

椀形で、検出面からの深さ37cm、底面はやや南東側へ傾斜し、中央部で標高6．07mを測る。埋土はいず

れも炭片を含む黄灰色シル

ト3層に分かれる。

　遣物はそれほど出土せず

土坑中央部で分散して出土

している。甕片、底部片、

高杯日縁部片が見られる。

高杯は杯部椀状で口縁部僅

かに肥厚し外傾する端面に

ごく浅い2条の凹線を観察

し、外端部に刻目を施す。

甕は口縁部を僅かに含むが

いずれも細片であった。

SK－］7（第3・27・28図、

　　　図版9・15）

　B区南西部、K杭南西に

位置する。標高6．36mで検

出した。当初第16層下の第

27層上面でそれらしき輪郭

を観察したことから、本来

は第27層上面まで土坑の上

場は上がるものと思われ

る。南壁でSK－22を切り、

L4m北東にSK－16が配置

する。平面は長楕円形を呈

し、長さ1．66m、幅1．09m

を測る。主軸はN－56°－W

を振る。断面は逆台形状

で、底面は平坦ながらやや

南東側へ傾斜する。検出面

からの深さ44cm、中央部で

標高5．91mを測る。埋土は

II＝650m
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27層上面まで土坑の上場は上がるものと思われ

る。東50cmにSK－18、西1mにSK－25、南西1

mにSK－21が配置する。平面は長楕円形を呈

し、遺存長1．31m、幅81cmを測る。主軸はN－

58°－Wを振る。断面は不整な皿状で、検出面か

らの深さ15cm、中央部で標高6．02mを測る。埋

土は灰色粘質シルトと緑灰色シルトに分かれ

る。

　遺物は第1層中を中心として出土しており、

図化した甕（1×2）以外に壼肩部片と土器細片が僅

かに出土している。甕G）はやや積色かかった乳

褐色で器壁薄く焼成良好である。内外ハケ目の

ち口縁部丁寧なヨコナデ調整。口縁端部は丸く

おさめる。肩部外面に連続刺突文。甕（2）はやや

小形で、口縁部やや上方へ伸び上端沿いをヨコ

ナデするが摘み出すには到らない。わずかな端

面は丸味をもつ。内外ハケ目調整のち口縁部内

面ヨコナデ、肩部にヘラ磨きの折り返し部分が

観察される。

4層に分かれ、第3層で炭片を多く含む。いずれも炭片を含む黄灰色シルト3層に分かれる。

　遺物はわずかに細片ばかりであるが、広ロ壼、甕、高杯、碧玉片1点が出土している。広口壼は下垂

する端面に刻目を施すものと無文のものとがあり、図化した甕（1）は口縁端面は丸くおさめ凹線はみられ

ない。口縁部を含め内外ハケ目調整、肩部外面に右上がりの叩目を観察する。高杯は2cmばかり外傾す

る無文の端面をもつ。碧玉片は埋土上層の出土で、長軸1．5cmを測る。擦切溝は観察されない。

SK－18（第3・29図、図版9）

　B区南西部、標高6．26mで検出した。当初第16層下の第27層上面でそれらしき輪郭を観察したことか

ら、本来は第27層上面まで土坑の上場は上がるものと思われる。北東50cmにSK－23、西90cmにSI（－24、

東50cmにSK－19が配置する。平面は長楕円形を呈し、現況で長さ82cm、幅35cmを測る。主軸はN－46°－

Wを振る。断面は皿状で、検出面からの深さ7cm、中央部で標高6．17mを測る。埋土は黄灰色シルト1

層である。遺物は僅かに底部片、胴部細片が出土している。

SKヰ9（第3・30・31図、図版9・15・16）

　B区南西部、標高6、17mで検出した。北西壁をK－L杭トレンチによって掘削されるが、トレンチの

北西壁面に遣構が観察されないことからトレンチ内で終結する。当初第16層下の第27層上面で不明瞭な

がら遺構の輪郭を確認したことから、本来は第

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　II＝6．30m
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SK－20（第3・32・33図、図版10・16）

　B区南西端に位置し、SK－21と東側を切り合い、南壁面は調査区外となる。標高6．28mで検出した

が、調査区壁面の観察から遣構の上場は標高6．36mまで上がる。平面は長楕円形を呈するとみられ、遺

存長1．42m、88cmを測る。主軸ばN－19°－Wを振る。横断面は不整な逆台形状となる。検出面からの深

さ44cm、底面は標高5．91mを測る。埋土は3層に分かれ、全体的に青灰色かかりSK－21とあまり埋土の

大きな差は認められない。

　遺物は、K－L杭トレンチや遺構確認の際の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1＝
トレンチによって取り上げた遺物も多く、底面

から10～20cm浮き土坑内に敷き詰まった状態で

出土している。また土器も重なった部分が多く

三重の部分もみられる。54×34×20cmの容量を

もつコンテナ約1箱分に相当する量が出土して

いる。壼、甕、高杯、底部片、棒状の敲石1点

がある。広口壼（1）は頸部から開き日縁部で大き

く屈曲、摘み上げた端面に刻目を施す。口縁上

面には斜格子文が見られる。頸屈曲部に刻目貼

付突帯がめぐる。口縁部内面は剥落不明、外面

縦ハケ目、肩部外面に叩き目痕を観察する。壼

（2）は内側に大きく肥厚する端面をもち、刻目を

互い方向二段に施す。甕（3）～（6）は大きさや肩部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．
の張り方もほぼ同様で、ロ縁部上端を摘み肥厚

させ平坦な端面を作るが凹線は（6）のみにみられ

る。口縁部を含め内外面ハケ目調整で、（3）はヘ

ラ磨き状の工具ナデ、（5）はヘラ磨きの折り返し

部分が頸部近くに及ぶ。（4）は成形時の叩き目が

　　Tr～
茸　・＼＼

、§

、黄灰色シルト　（炭片を含む。
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明瞭に観察され、（6）は剥落不明瞭ながら、同一個体とみられる別片で明瞭な僅かに右上がりの叩き目を

確認している。高杯⑦はロ縁部ほぼ水平な面をもち端部は僅かに上方へ摘み上げ面をもつ。内外ハケ目

調整で、外面は粗なヘラ磨き、口縁部内面は横位ヘラ磨き調整である。底部（8）は底部から急傾斜で反り

上がり開く形態で、中央部に焼成前に穿孔された径1．5cmの円孔がみられる。この他にSK－22（第37図

2）より直ロする径7cm弱の壼口縁部や下垂して端面に斜格子文をもつ広口壼片、甕（3）～（6）より端面が

肥厚せず丸くおえるものや逆にやや端面が広いが凹線は施さない甕1コ縁部がある。

SK－21（第3・34・35図、図版］0・17）

　B区南西端に位置し、SK－20と西側で切り合い、南壁面は調査区外となる。標高6．20mで検出した

が、調査区壁面の観察から遺構の上場は標高6．35mまで上がる。平面は長楕円形を呈するとみられ、遺

存長L44m、幅92cmを測る。主軸はN－39㌧Eを振る。横断面は椀

状で、検出面からの深さ33cmを測る。底面は北東で50cm幅ほどのテ　　＿　　　　　　　II＝鼠3°m

ラスをもち、南西で一段、6cm程度深くなる。底面は中央部で標高

6．00mを測る。埋土は6層に分かれ、上層の第1層灰色粘質シルト

に炭片を多く含み遣物もこの層を中心として出土している。全体的　　一

に青灰色かかりSK－21とあまり埋土の大きな差は認められない。

　遺物は土坑北東側に集中し、隣り合うSK－20に対し遺物の出方は

散漫である。壼、甕、底部片がある。、広口壼（1）は口縁部は上部で大

きく開いて徐々に厚さを増し端面をもつ。端面には直立気味な刻目

がめぐる。頸部外面丁寧な縦ハケ目、下位に叩き目が観察される。

内面は丁寧な横ヘラ磨きである。甕（2）は口縁部やや厚くぼってりし

た印象で端部も丸く終える。外面工具ナデ。甕（3）は肩部が張らず、

頸部の屈曲弱く、口縁部は外上方へ先細りとなって終える。内外面

工具ナデ、指おさえである。この他にみられる甕も端面が角張るも　　　　　　　　　　　　　㌔／

のもみられるがこれらとほぼ同様なロ縁部形態で凹線をもつものは

認められなかった。

SK－22（第3・36・37図、図版m・17）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

に北壁を切られる。北東40cmにSK－25が配置する。平面は長楕円形

を呈し、長さ2．44m、幅1．23mを測る。主軸はN－48°－Wを振る。

断面は椀状で、底面は平坦ながらやや南東側へ傾斜する。検出面か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユの
らの深さ33cm、中央部で標高5．84mを測る。埋土は灰色粘質シルト　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミラノぴ　　シルト　く　バを　くセむラ
と緑灰色シルトの4層に分かれ、第3層で炭片を多く含む。主軸方　　　i：籠緩と品鷲姦曇）、よ瀕、

向や埋土の状況がSK－17と似ることなどからSK寸7と同一の遺構で　　1：麗纏；㍑1謡畿蕊濃｛1：ξ鮮2む）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ば　ぶこ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　ミぱ　ぐをまキヨニぼむハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロロ
ある可能性も捨てきれない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第34図　SK－21実測図
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　遺物は騒×34×20cmの容量をもつコンテナ約3分の1箱分

に相当する量が出土している。甕（5）については、遺構を検出

した状況から本来の土坑の上場はさらに上がると考え、遺構

の遺物として取り扱った。上層で出土した遣物が目立ち、

壼、甕、底部片、碧玉材1点がある。壼は図化した以外に頸

部に断面三角形の貼付突帯2条をもつ広口壼片がある。壼（1）

は頸部からなだらかに立ち上がり口縁部でやや開いて上端を

摘み下端に刻目を、端面にごく浅い凹線を施す。頸部外面縦

ハケ目のち一部ヘラ磨きの折り返し部分を観察する。壼（2）は

大きく広がる肩部からすぼまって短く外方へ開き端部は丸く

終える。肩部外面縦ハケ目で煤がべっとり付着する。甕（3）は

広口で日縁部内面に連続する指おさえ、端面に凹線はみられ

ない。肩部内面はハケ目のち丁寧な横ヘラ磨き。甕（4）は器壁

薄くロ縁部は水平方向へ伸び丸く終える。肩部外面細かな縦

ハケ目。甕㈲は乳褐色かかり硬質で全体的に粗い調整であ

る。口縁部端面はハケ目痕と横ヘラ磨きが部分的に観察さ

れ、肩部外面は勢いのある縦ハケ目で頸部に折返し部分認め

られる。この他にみられる甕もこれらとほぼ同様な口縁部形

態で凹線をもつものは認められな

かった。碧玉材は白っぽい脈がはし

るような部位を含み、2面に磨面、

た。南50cmにSKづ8が、南西1mに　　　　　　　II．醐m

〔

／，ク

SK－24が、南東1mにSK－19が配置

する。平面は不整円形を呈し、長径

47cm、短径41cmを測る。断面は不整

な皿状で、底面はやや凹凸がみられ

る。検出面からの深さ7cm、検出

時、第28層上面でそれらしき輪郭を

⑭

0 50cm

1．黄灰色シルト

　（褐色の沈着有c炭片を含む）

第38図　SK－23実測図

　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　1m

．灰色粘貢シルト（炭片を含む）

．灰色枯質シルト（1より1男。巌片を含む。緑灰色シルトを含む〉
，灰色枯負シルト（1より暗◇炭消一を多く含む）

．隷灰色シルト（炭）1『を含む）

　　　第36図　SK－22実測図

’≡
！“

一＝一W ｝……ﾄ4

10cm

　　　長　㍗

　　　　　騨

0

《

第37図　S｝〈－22出土遺物実測図
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観察したことから本来土坑の上場は10cm程度上がるものと思われる。中央部で底面の標高6．25mを測

る。埋土は黄灰色シルト1層で炭片を含む。

　遺物は僅かに底部片と体部細片が出土している。

SK－24（第3・39・40図、図版11・18）

　B区南西部の西寄り、標高6．40mで検出した。東90cmにSK寸8が、南1mにSK－20が配置する。平面

は不整な長楕円形を呈し、長さ1．44m、幅56cmを測る。主軸はN－57°－Eを振る。断面はやや不整な皿

状で、底面はやや凹凸がみられる。検出面からの深さ9cm、検出時、第28層上面でそれらしき輪郭を観

察したことから本来土坑の上場は10cm程度上がるものと思われる。中央部で底面の標高6．29mを測る。

埋土は黄灰色シルトと灰色シルトの2層に分かれる。

　遺物は土坑中央部東壁で脚部（1）の他、体部細片数点が出土している。脚部（1）はハ字に開きながら脚端

部へ厚さを増し平坦な面をもつ。内外面ハケ目、脚裾部に4条の凹線を施す。

SK－25（第3・41・42図、図版］1・18）

　B区南西部の東端、標高6．06mで検出したが、

調査鴎面の娼観察の糸課・第20層下層の第27　　＝　　　　譲r

II＝650m

　　　　＼
＼

＼

II＝630m

　aノ

／

／

二
H＝650m
2

　　　0　　　　　　　50cm

；：農欝㍑鴎綴編f涙欝喜書｝

　第39図　SK－24実測図

3

b

一f～一

⑥／二。プ1

〃°》・ `

蓮／！嫉

＿一裂ハ 黙ミペ…

H＝630m

　b’

0 1m

：蕊〉÷一

　　0　　　　　　　　　　　　10cm

第40図　SK－24出土遣物実測図

1

．黄灰色シルト（炭精を管む◇褐色の沈着有。砂質）
．灰色将鴛シルト（炭片　入む）

．灰色　1シルト（2よ｝）臨縫片を多く含む）
，灰色粘質シルト　（3より賭◇炭月を多く含む）

．緑灰色シルト　｛灰色粘質シルトを含む戊

　第41図　SK－25実測図
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＿二一二＿二二《

　　　　　　　1

0 10cm

⊥¢／）。

第42図　　SK－25出土遺4勿実測図

層上面の標高6、25mまで立ち上がることが判明した。東側は調査区外へ伸びる。北西40cmにSK－22が、

南西1．2mにSK－19が配置する。平面は不整な長楕円形を呈するとみられ、現況で長さ1．70m、幅85cm

を測る。主軸はN－74°－Wを振る。横断面は不整な皿状で、西端で幅35cm程の三日月状のテラスをもつ。

検出面からの深さ41cm、底面は標高5．84mを測る。埋土は5層に分かれ、下層の第3、4層の灰色粘質

シルトで炭片を多く含む。

　遺物は西側テラス部周辺の第1層中に集中し、東側で出土している（3×4）は第3もしくは5層の出土で

ある。なお、甕（3）は土坑東西に分かれて出土している。遣物は壼、甕、高杯口縁部細片、刻目貼付突帯

のある広口壼片、底部片、石庖丁の石材1点が出土している。壼（1）は下垂する端面下端に刻目を施す。

内外丁寧なヨコナデ調整。壼（2＞は厚手で、口縁部上下に肥厚して面をなし刻目2段と2条の凹線を施

す。肩部内外面ハケ目のちナデ、肩部外面に鈍く間隔の空く刺突文

㌶き礁（21）二；巖鱗；1緊聯纏鷲；　　　＼
下がりの叩き目痕が顕著で、体部下位はハケ目のちヘラ磨き、肩部

にハケ目のちナデが観察され、目立たないながらも刺突文がめぐ

る。甕口縁部はこの他に（3）ほどの肥厚はないものの刻み目のち1条

の凹線を施した口縁部片が出土している。（4）は緑色千枚岩で、石庖

丁の石材とみられる。両端は切断面。両面成形割面で一部磨痕。片

側辺は刃部状に尖り、一部刃状の加工痕が観察される。

2．その他の遣構と遺物

土器群（第3・43図、図版1D

　C区北東端に位置し、標高6．47～6．22mで検出した。この周辺で

は地盤が砂質で、度々冠水した際土器が出土位置を保てず採集され

たものがあり、土器群の周辺は炭片を含みやや黒色かかっていたこ

型
　　c

・D

H二6．3）m

　　一
　　　　　　｝

　0　　　　　　　　　　　　50co

第43図　土器群実測図
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とから、本来は土坑であった可能性が強い。径7．5cmの壼

とみられる底部、端面は無文の広口壼口縁部、端部は丸く

おさめる甕口縁部片、体部片がみられる。

SD寸1（第3・4・44・45図、図版11・12・i8）

　A区中央部で調査区を斜めに横断する。調査区北西壁面

から、第6層床土下層の第9層上面、標高6．53mまで上場

が上がる。ほぼ直線的な溝iで、遺存長11．5m、幅2．14mを

測るが、壁面から本来4mほどの溝が復元される。主軸は

N－21°－Eを振る。壁面はなだらかな立ち上がりで横断面

はやや不整な皿状となる。底面は両端ではさほど比高差は

認められず、僅かに北東側が4cm程度低くなり、北東端で

標高5．961n、中央部のa－a’断面付近でも底面の標高5．95

mを測る。

　遺物は角礫が4点と中央やや北寄りの底面近くで土師器

小皿（1）が出土している。底径3．75cmの糸切り底部で、内外

剥落がすすむ。

P－01（第3・46図、図版12）

　C区西端に位置し、標高6．55mで検出した。北東90cmに

SK－04が、南東45cmにSK－06が配置するが、周辺にP－01

と同様な遺構はみられない。平面不整円形で長径29cm、短

径28cmを測る。断面は不整な逆台形で、検出面からの深さ

39cm、底面は標高6．16mを測る。埋土は3層に分かれ、土

層断面から明確な柱痕跡は観察されなかった。土器などの

遺物は出土していない。

堕

　0　　　　　　　　　　　　50c腿

1．黄灰色シルト　〈炭片を多く含む。ヌc照
　ナの　ぽなシルトプロックをぴむ　

i：鵠瓢1蒜謬搾霧む｝

第46図　P－01実測図

　　㊨

　　0　　　　　　　　　　　10c風

第45図　SD－0咄土遣物実測図
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撹舌t

石

H＝670m
a

＼

＼ ／

〆

z1

H＝670m
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガ

　　0　　　　　　　　　　　　2m

．黄灰色枯質シルト
，虫灰色粘土　（極椙砂を含む）

．黄灰色シルト｛粘質二とを含む）

．黄庚色砂13より親い1～2翻大の砂を含む◎粘買二1二を
若干含む。炭・有橿物を若干含む）

　第44図　SD－01実測図



遺構外出土遺物（第47・48図、図版18）

　遺構外の出土遺物として、A区でコンテナ約6分の1、BおよびC区でコンテナ各2箱分に相当する

量が出土している。また、B区の谷状に落ち込む部分、　B　1トレンチ、　B　3トレンチで各1コンテナ分

の土坑群とほぼ同じ時期の遺物が出土している。A区での遺物の多くは床土下の第7～9層の出土でほ

とんどが磨耗した土器細片である。中に古墳中期前半の甕片や、須恵器糸切り高台部、瓦質土鍋片など

が含まれる。B区ではトレンチの遺物を除き壼（2）や高杯（3）などK～L杭間およびその周辺で出土したも

のが大半を占め、床土下の第7層から須恵器糸切り底部片、土師器片、管状土錘（5）などがある。また第

14層で須恵器杯身（4）が出土している。この他の遺物は弥生中期の土坑を検出する際に第27層中で出土し

た遺物で、基本的に土坑の時期と重複する。今回出土した唯一の縄文土器、突帯文土器（1）は床土の下層

舎＝　ユ

　　　　　　アヲサ　　　　　ご

゜（］6

　　〇　　　　　　　　　　　　三〇cm

第47図　B区遺構外出土遺物実測図

0　　　　　　　4cm

0　　　　　　　　　　　　］Ocm

｝

2

　　｜

／＼

0　　　　　　　　　5cm

4

第48図　C区遺構外出土遺物実測図
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で検出されたものである。この他B区では今回調査した碧玉製玉未製品の中で最大の（6）が出土してお

り、岩肌を残し擦切溝2を観察する。C区ではB区同様に第7層で須恵器片や瓦質羽釜（2）が、第27層で

弥生中期土器を検出しており、石斧転用の敲石（3）や石庖丁（4）は甕（1）と同時期の所産と考えられる。

［）区（トレンチ）の調査（第4・49図、図版3）

　D区は今回の調査地の南西端、C区から約38m南西に位置する。この間は民家への進入路などがあ

る。D区の南西は大井手川が北上し、対岸部は平成6年度に調査が行われている。立地は山ヶ鼻丘陵か

ら続く微高地の南西斜面にあたると推測される。D区の南西約101nでは新しく付け替えられる由ヶ鼻橋

の基礎工事がほぼ完了しており、調査区付近まで一面に砕石が厚く敷かれている状況であった。また、

調査地には以前建物があったと聞き、後の橋梁工事の影響も加え撹乱の可能性も懸念された。

　厚い客土で遺構面の確認まで1m以上の掘り下げが想定されることから、工事対象区幅のほぼ中央に

5×5mのトレンチを設定した。調査前の標高は8．75m、6．04mまで掘り下げを行った。検出面から

1．5～1．8mの深さまでコンクリート片を含んだ真砂土である第1層黄燈色シルトが、その下層に暗灰色

粘土混じりの真砂土である第2層黄榿色シルト、さらに客土混じりの第3層灰黄色粘質シルトが続く。

耕作土は後世に除去されており、第4層暗灰黄色粘質シルトからが本来の堆積層である。第4層下には

沈着層である第5層黄灰色粘土がみられA～C区調査区断面の第16層に対応すると考えられる。標高

6．7m付近に広がりC調査区南端よりやや標高を下げる。この第5層下が遺構i面であり、第6層は遺構

の可能性も考えられるがはっきりしなかった。第7、8層はそれぞれ第27、28層に対応する基盤層であ

るが粘土および細砂であり、北東側の調査区に比較し軟弱な地盤iとなる。遺物は第6層中から磨耗した

土器細片1点が出土している。

　　　「
　　a　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a’

§

よ

⇔

」

H京900m

▲：農§菖㌶㍑｛竃圭：餐馨圭｛こ暗灰色粘土が混じったもの）

i：瓢撫銀＝じり樹†を詮地山ブ゜ックを鋤

；謬罐養。㌣驚慧鵠撚馨鷲緒籍嬬雛ξ鶉
；憲雛羅野鑑、誌閲語語。。擁。綴鴎愉縁
　対応）

o 4m

第49図　D区（トレンチ）実測図（S＝1180）
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出 土
、±主L

退 物 観 察 表

（）復元値　　く　瀧定値

遺構名
挿図

ﾔ号
器　種

口　径
icm）
底　径
icm）
器　高
icm） 形態・手法の特徴 肝　　　土 焼　成 色　　　調　・ 残存状況 備　　考

鐙物

o録
ﾔ旦

SK－｛）3 第7図
@1

餐 ＜ユ8．4＞
… ㎜

日誘は上方に摘み、謬面に凹稼上の凹

ﾝ◇肩部に縦ハケ§以前の叩日。
1鯉以下の砂粒多 やや不良 褐色

（羅）1／三2

i体）上半1／10

煤炭化物

t着
三4

SK－03
第7図
@2

（日縁部） 〈三9．8＞
｝ 一

肥厚する日縁は水平面を持つ。外面に

R条の独立した凹線を確認。
1鰯前後の砂粒多 不良

（外）淡灰褐色

i内）橿禽色
〈日）三／8 黒斑有 4

SK－06
第1姻
@ユ

鎗 ㎜ 一 …
綾ハケ目詞整後頚部に断面三角形の貼

t突蔚3条。
ユ㎜以下の砂粒含 良好 乳褐色 （勤1／3 2

SK－06 期回@2
（口縁部） （9．9）

㎜ ｝
風f斑落進む。
m二］縁は内外を摘み水平面を作る。

0．5㎜以下の砂粒含 不良 赤㌔色 （口）1／5 二次焼成？ 3

SKイ）7
第コ3図

@更
〈底部）

一
8．9

…
外面ヘラ磨き、底面灘落不明。

�沛ﾄ成で剥落部多。

ユ翻前後の砂粒含

R鰯の砂粒有
不良

（外）赤燈色・淡褐色

i内）淡赤灰色

i底〉黒褐色

（底）完存
黒斑有

�沛ﾄ成
1

SK－｛｝7
第］3図

@2 石鑑 L2．26 w三．go TO．58
やや雑なつくり。基部はやや直線的な窯茎鑑、周縁部は両面加工、断面

ﾍ三角形状。
完存

讃岐石

d葱2．39
7

SK－10
第1？図

@1 登 （29．9）
㎜ …

肥厚しやや丸みを持っ端藤に凹線象。

ｨ部内外ハケ目、臼縁内外丁寧なヨコ
iデ◇

1田以下の砂粒含 良 黒褐色 （［コ～肩）ユ／6 4

SK－10
第1？図

@2 底部 一
5．45

…
外面ハケ日後輻広の弱いヘラ磨き。

齧ﾊナデ。内面丁寧なナデ。
1皿以下の砂粒を含 良 （底〉完存

炭化物肴付

部ﾁ有
5

SK－10
第17図

@3 訪錘車 L3．82 W3．7G TO．40
土器休部を再加工。歪な昂FI形。

｢面穿孔。

0．5斑以下の砂粒含

P皿の砂粒有
やや良 （外）灰褐色

ほぼ完形

i一部欠）
愛豪6．69 10

SK－11
第19図

@1
（底部）

㎜
8．8 一

外面叩目後縦ハケ目後ヘラ庖き、工具

iデ。底面ナデ。内面ハケ扇後ナデ、

H具ナデ。

ユ～2㎜の砂粒含
R顕の砂杜有

やや不良 褐色
底面三／2

齦煤n／4

煤、炭化物

t着
9

SK－1ユ
頴9図
@2

（脚部〉
　

〈13．8＞
一
ハの字に開く脚部c外面ハケ録後輻広
ﾌ弱いヘラ磨き。内面丁寧なヘラ克き。

ユ翻以下の砂粒備か含 良好 淡褐色 ㈱裾）1／8 ］5

SKづ2
第2函
@玉

壼 32．8
㎜ 　

口謀上面に列点文2重を注口を残し施す。

g面iこ重複する斜格子文。頸部に2条
ﾌ突帯貼付後刻臨内面丁寧なヘラ磨
ｫ。

コ幽前後の砂粒多 不良 燈色、樹呂色
㈱）4／5

?rほぽ残存

811

SK－12
第21図

@2 垂 ㎜
7．8

…

頴部2条の貼付突帯。外面2種のハケ
ﾚ。

?ﾊ以下ヘラLき。内面ハケ目。底部
�禔B

1～2㈱の砂粒含 良

（外）淡褐色

i底）煮褐色

ｭ内）黒褐色

〈頸肩）1／4

i底）3／5

34

SKづ2
第21図

@3 壼 〈8．6＞
… ㎜

細片ながら口縁措薗に凹稼。

?ﾊに刻目貼付突帯。
1脚前後の砂粒含 良 淡褐色 （口）1／8 13

SK－12
第21図

@4 蔓 16．55 一 25．25

屈曲して外方へ隣く口縁は堵部は丸み

�揩ｿ凹線無無体部内外2種のハケ
ﾚ。肩部外ハケ屋は粗く鋭矛㌦ヘラ磨
ｫは一部上位へ及ぶがやや祖雑。

0．5㎜以下の砂粒含

P皿の砂粒有
良 褐色

（口＞1／2

i体〉上半w

@　欠失

煤、炭化物

t着

57

SK寸2
第21図

@5 蓑 〈22．0）
㎜

端面に凹線無。体部中位に右下がりの

@目e内外ハケ日。2種のハケ目？

0．5㎜以下の砂粒含

R皿の砂粒有
良 淡褐色 〈〔i肩）1／4 9

SKヨ2
第21図

@6 高杯 〈26．6＞
一 …

屈曲して水平方1鰍こ伸びる口縁。

ﾌ部内外ハケ臨

］磁以下の砂粒含

R咽の砂粒有
良 淡褐色 伯）］／8

赤彩の可能

ｫ
11

SK一ユ2
第2ユ図

@7 高杯 〈24．6＞
一 一

外傾する平坦面をもつ。剥落すすむが

wラ磨き確認。

0．5脚以下の砂粒含

R㈱の砂粒有
やや不良 褐色 （口）MO 黒斑有 13

SK一ユ2
第2姻
@8

〈体部）
…

4．9
｝
平底部から大きく開いて窄まる体部。

燒ﾊ板状工具痕及び爪状の圧痕多。

1翻自後の砂粒含

Q間の砂粒有
やや不良

（外）褐色

i内）黒褐色

（底〉完存

i体）ユ／2
1

SK－］2
第2姻
@9 石庖丁 L（3．9） W5．05 TO、82

租な磨製で成形剥離痕残す毒両刀。断面は扁平凸レンズ状で、刃部寄に

ﾅ大箪を持つ。背側寄に紐孔1残存。両而穿子L。紐孔外径0．9c晦背佃

ﾓも輻を減じ刃部状となる。

暗灰色・灰黄褐色 約1／4
黒色千枚岩

d量22．5g
14

SKづ3
第23図

@1
箋 （16．0）

… ㎜

やや受口状の〔1縁。鱗面に凹線無o器

ﾇ厚く内面指頭圧痕多数。外面ヘラ磨
ｫ多用。

0．5㎜前後の砂粒を多

ｭ含
良 淡褐色・褐色

（口）1／5

i体）1／4弱

煤、炭化物

t着
5

SK－14
第2姻
@1 蓑 u8．9）

一 一
肥摩する翁面に2条の凹線。内外丁寧
ﾉハケ目。後外面弱いヘラ磨き、ナデ。

0．5皿以下の砂粒を多

ｭ含・2筒の砂粒有
やや不良

（外）淡灰褐魚

i内）褐色、淡褐色
（口～体）1／6

黒斑有

Y化物付着
3

SK－14
第24図

@2 底部 …
5．0

㎜
短くハの字状に開く脚台都。外面羅ヘ
塩≠ｫ。内面ナデ。

〕斑蘭後の砂粒を含 やや不良

（外）暗褐色、

@　淡灰褐色
ｭ内）掬色

（底〉ほほ完存 黒斑有 1

SKゴ5
第25図

@1
（口縁部） 9．1

～ 一
無頸頑。ほぽ水平な揚面。体、吊内外ハ

P目後ヘラMき。
0、5画奪後の砂粒を含 やや不良 赤褐色 （口）1／2 ユ5

SK－15
第25図

@2
（口縁部） ユ3．5

一 …
ハの字に立ち上がり端部は内傾する面
�烽ﾂ。外面鋭利なハケ目後ヘラ磨き。

0．5逮以下砂粒含

S鰯の砂礫を含
良 黄褐色、淡褐色 （ロ＞1／4 黒斑有

］3

SK－15
第25図

@3
（底部）

一
9．85

㎜
どっしりした底部。剥落すすむ。

2㈱前後の砂粒を多含

T磁の砂礫有
やや不良 黄褐色、淡赤褐色 （底院存 7

SKd5 第25図@4 管玉 長2．24 径α44 一 両面穿孔。孔径最大0．24㎝、最小0．20c鵬完成品。 暗縁灰色 完存
碧玉

d量0．719
1

SK－15
雛5図
@5 玉材 L2．3 Wユ．7 T1．35 摩切溝長軸方向に2。磨面2他割面。 緑灰色

碧玉

d量7．759
2

SK一ユ5
第25図

@6 玉材 L］．75 Wユ．20 TO．90 摩切溝2、全面罰而。一面に岩自然肌残し中央に未完の擦切溝1。 貯緑灰色
碧玉

d量2．739
8

SK一ユ7
第28図

@ユ
蓑 （18．8）

… 一
丸く納める措面に凹線無。内外ハケ
ﾚ、」汀部にロ旧観察。

0．5繍前後の砂粒を含 やや不良 淡灰褐色 （ロ肩）］／6
煤付着

部ﾁ有
2

一31一



遣構名
挿図

ﾔ号
器　種

口　径
ｭ㎝）
底　径
icm）
器　高
i㎝） 形態・手法の特徴 胎　　　土 焼　成 色　　　詞 残存状況 備　　考

遺物

o録
ﾔ号

SK－19
第31図

@1
甕 （22．0）

一 　

口縁部は丸く納め、内外2種のハケ目

纉匀薯囈Jなヨコナデ。肩部に連続刺
ﾋ文。

0．5傾以下の砂粒多 良好 乳褐色
（口）1／5

i肩）1／10
2

SK－19
第31図

@2
蓑 （12．0）

　 一

僅かな日縁端面をもつが凹線蘂i。内外

nケ目後口縁ヨコナデ。肩部外面ヘラ
≠ｫ。

0．5嫁以下の砂粒を含 良 褐色 （日眉）1／・茎
煤、炭化物

t滋
4

SK－20
第33図

@1
壷 116β）

… ｝

口縁上面に斜培子文、端面に刻目。頴

狽ﾉ刻目貼付突帯◇肩部外蘭ハケ目、

ｨ鍬こロ間力㌔

1㈱以下の砂粒多 良 淡褐色

（口〉ユ／6

i訓］／2

ﾎ）1／8

20

SK－20
第33図

@2
（日縁部） 〈24．2＞

㎜ 一
内鰯に大きく肥厚し霧面に互い方向の

叙ﾚ2段を施す。
］顕以下の砂粒含 良 灰褐色 （口）1／6 黒斑有 10

SK－20
第33図

@3
蓑 （三5．3＞

　 …

［］経議部は摘み、鱗面に凹線無身頚部

ﾍ丁寧なヨコナデ。肩部外面ハケ臼後
wラ磨き状の工具ナデ。

1陶以下の砂粒含 良好 淡鐙褐色 （【コ肩）ユ／4 煤付着 21

SK－20
第33図

@4
箋 〈16．2＞

… 　
口縁翁部は摘み上げ、揚面に廻1線無。

ｨ部外面叩目、後鞭ハケ目。
1図以下の砂粒含 良好 淡綴褐色 （口）1／8 煤付着 21

SK－20
第33図

@5
餐 17．8

｝ 一

口縁場部は摘み、平坦な舗面に凹線
ﾜ。外面議ハケ農後ヘラ磨きの折り返
ｵ部観察。内面2種のハケ日。

1翻以下の砂粒含 良好 褐色 （ぴ∫）4／5 煤イ・惰 27

SK－20
第33図

@6
甕 （17．2＞

一 …
口縁端部摘み上げ、蟻面に明隊な］条

ﾌ凹線。剥落すすむ。
0．5㎜以下の砂粒含 不良

（外）褐色、赤褐色

i内）赤轡色
〈日）1／5 15

SK－20
第33図

@7 高杯
〈26．7＞

モQ0．9＞ 一 …
口謬はほぼ水平な面をもち蟷部は摘み
ｹ面に凹線廷。外而ハケ蟹後ヘラ磨き。

1蹴以下の砂粒を含 やや不良 茶褐色 （口）1／］6 黒斑有 2

SK－20
第33図

@8
（底部）

一
5．5

㎜
底面ほぽ中央に径1．5cmの1弓孔を焼成

Oに外面から穿つ。
1磁以下の砂粒含 やや不良 淡褐色 （底院存

※、炭化物
ﾕ“着

25

SK－21
第35図

@1
蟹 18．8

… …

日穀は上位で大きく礫いて徐々に厚さ

�揩ｵ刻目を施した鵡面をもつ。頴部
囈Jな縫ハケ屋、下位に1］P日を観察。

1翻以下の砂粒含 やや不良
灰き昌色

W縫褐色
（ロ）3／5

二次焼成

＝A炭化物

t着

3

SK－21
第35図

@2
琵 〈16．5＞

　 …
口縁はぽってり鈍く丸く終える◇

ｨ部は張らず外面工具ナデ。

0．5扉iき後の砂粒含

R疏の砂礫有
良好 淡掲色

（臼）1／8

iイ初上半1／10
煤付着 2

SK－2ユ
第35図

@3
甕 〈16．2＞

一 …
頸部の屈1旬甘く、口縁外上方へ仲び終

ｦる◇内外面工具ナデ、指押え。
1㈱以下の砂幼含 やや不良 淡褐色

（仁1）1／7

i体）上彗三u8
閣寸着 6

SK－22
第37図

@ユ
壼 （9．2＞

一 ㎜
露縁揚面にごく浅い凹線。描部に刻日。

o部外面ハケ日後一部ヘラ磨き。
］咽以下の砂粒含 良 淡褐色 （口）M

11

Q9

SK－22
第3ア図

@2
箋 〈9．ヌ〉

… 一
口該部は短く外方へ開き鱗部は丸味を

烽ﾁて終える。肩部外面羅ハケ農会
0．5蹴以下の砂粒含

R願大の砂粒有
良 褐色 （［コ）1／7

煤、炭化物
t【着

8

SK－22
第37図

@3
甕 ＜29．0＞

㎜ 一
広日で口張らず端面に凹線無9肩部内
ﾊハケ屋後了寧な横ヘラ磨き。

1繊a後の砂粒含 良好
（外）淡燈褐色

i内）縫掲色

（口）1／12

﨟j一部
煤付』着 2

SK－22
第37図

@4
菱 〈コ8．2）

一 …
器壁薄く｛コ繰は水平方向に伸び端部は

ﾛい・外面細かな縫ハケ目◇

0，5皿以下の砂被含

P腐の砂粒有
良好 淡褐色 に情＞1／4 煤付麟 4

SK－22
第3壇
@5

遂 （19．9）
一 ㎜

口謬裟面にヘラ磨き、ハケ日痕。肩部

eい羅ハケ日で折り返し部分有◇硬質。

1蹴前後の砂粒を僅に

ﾜ 良好
（外）淡機褐色

i内）淡灰褐色
（F情）1／6

口縁部不整

~
1

SK－24
第40図

@ユ
㈱部） 〈19．4＞

… 　
ハの字状に開く脚部。内外ハケ目。

r裾部1こ4条の凹線。
1囮前後の砂粒多 良 褐色 御）1九〇 黒斑有 1

S苦25
第42図

@1
（【べ縁部） 〈20．］〉

｝ 一
日隷端部は肥厚して面をなし下端部に
叙ﾚ。内外に了’寧なヨコナデ⇔

0．5鰯以下の砂粒含 良 掲色 に］）1／8 3

SK－25
期2図
@2
壼・餐？ （18．0）

一 …
口縁は上下に肥厚し端面に刻目2段後
Q条の凹線◇肩部内外ハケ日後ナデ。

1皿前後の砂粒含 やや不良 淡褐色 （口）］／3 黒斑有 2

SK－25
第42図

@3 運 （15．8）
… ㎜

口縁は．と下に肥〕享して僅かな面をもち

�ｭ閤広の凹線1灸e体部外面は駁火
ｷ径部に重複する叩目。連続刺突文有。

1隠前後の砂粒含 良好 褐色
伯貿）三／4

i体）下半1／8

煤、炭化物
峵

6

SK－25
鋲2図
@4

石材 LI9．2 W］1．3 丁三．9
石庖丁の石材か。両昔は切断面。両而成形剥緩灘、部分的iこ磨痕◇

ﾐ鰯辺は刃状に突り～部に刃状のカIIヱ痕◇
緑灰色暗灰色

緑色千枚岩

d湯5699
1

SD－01
麹5図
@1

土師質

@∬1 ｝
3．75

…
底部糸切｝）。 1鰯以下の砂粒含 不良 掻褐色 優）完存 黒斑有 1

B区
竝¥外

第4ア図

@1
縄文

ｫ 　 … ｝
口縁端部に断面三角形の刻目正条突帯
ｶ。

2－3㎜の砂粒多 良 褐色 〈江1）一部 17

B区
竢誧O
鋲悩
@2 壷 （ユ8．3）

㎜ 一 端面に4条、頚部に9条の凹線。 面繭∂後の砂粒多 やや不良
（外）褐色、赤褐色

i内／褐色
（口減／6 5

B区
竝¥外
第4咽
@3 高杯 （23．2）

一 …
口縁湯部外面に整つた刻ε㍉

煌Oヘラ麿き。丁寧な作り。

0．5緬以下の砂粒含

R観の砂粒有
良好 淡灰掲色 （杯口）1／6 30

B区
竢誧O
鋲7図
@4

須恵器

W杯杯身
（1L3＞

一 4．8
体都下半底部中心部までヘラ削り。

�狽竄笆?ｭ丸い。
］～2噺の砂紋含
R，5顯の砂粒有

やや不良
淡茶褐色
i淡セピア色）

伯）］／6

i杯底〉完存
体部歪

910

B区
瘢¥外
第47麟

@5 土鍾 L4．65 Wユ，10 　 手担ね成形後ナデ。孔径約3．3翻。 G．5頴以下の砂麺多 良 淡黄褐色・濃根色 ほぼ完存 4．49 徽

B区
竝¥外
第47図

@6 玉材 … ｝ 一 自然岩肌面あり。磨i品こ直交する2方向の擦切溝。他剤面。2色の層。 緑灰色・明緑灰色
碧玉

d鑑73．019
24

C区
竝¥外
籏8麩i

@1
甕 ユ9．1

一 …
肥厚する鱗面に1条の凹線。肩部非常
ﾉ細かなハケ目。中位に刺突文。

1踏以下の砂粒含

R脳の砂粒有
良
（外）褐色、赤宿色

i内）褐色

1口）3／4

i体）1／2
煤付着 24

C区
竝¥外
第48図

@2 羽釜 〈20．2＞
… 　

口縁内外及び突帯上部ヨコナデ、以下

O面ナデ。突沓は歪む。
1陶以下の砂粒含

Q級の砂粒有
良

（外）暗灰色

i内）灰色
（口）1／12 煤付着 29

C区
竝¥外
第48図

@3 蔽石 L（13．5） W6．6 T5．2 石斧を利∫弦基部四肺こ横億の装着痕。 灰色～オリーブ灰色 一端部欠
閃緑B浩
d燈7629

23

c区
ｭ構外
第48図

@4 石庖丁 Ll4．65 W4．50 TO．68

麟製、両刃で背は弧形。断面は背鰯に最大厚をもち刃を研ぎ出す。少々

w灘寄に紐孔2を両面穿孔。紐孔外径5．1㈱。両面に未貫遜の紐孔各
P。両面に使用痕。長麹片棚は切断未処理。紐孔外径7．0副～6．0㎜。

完存
緑色千枚岩

d最80．49
4

一32一



第3節　ま　と　め

　今回の調査地は、従来山ヶ鼻遺跡の主要部分として周知されてきた山ヶ鼻丘陵から釣山間の中央部、

現在主に畑として利用されている微高地一帯とはやや離れた地域であり、山ヶ鼻丘陵南東裾部の現集落

外縁部にあたる。現県道はもともと集落を迂回するように山ヶ鼻集落の南東外縁を通っており、この県

道の更に南東沿いに今回の細長い調査地が位置する。調査地は地形的にC区→B区ゆA区と北東へ向け

て標高を下げており、唯一、C区とD区間一帯の山ヶ鼻丘陵が大きく南東へ張り出した裾部外縁付近に

主要遺構の検出などが期待された。調査の結果、B区南西部・C区を中心とした標高6．25～6．6mで土

坑25基、土器群1、溝状遺構1条、ピット1基、谷状落ち込みを検出した。

　出土遺物は、コンテナ（容量54×34×20cm）約22箱分である。縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、

瓦質土器、土錘、紡錘車、石鎌、石庖丁、石庖丁未製品、敲石、碧玉製管玉、碧玉製玉未製品がある。

これまで行われた山ヶ鼻遺跡の調査で出土した遺物と時期的に符合するものである。今回の調査で注目

されるのは、弥生時代中期の土坑からまとまった土器資料が検出されたこと、同時に石庖丁や管玉が未

製品を伴い出土しより集落の本体部分に近い遺物を得られたことであろう。これまで不明であった山ヶ

鼻丘陵裾部周辺の様相が一部ではあるが明らかとなり、山ヶ鼻遺跡解明への一助となった。

弥生土器について

　今回出土した遣物の大半は弥生土器である。弥生時代中期中葉から後葉にかけてと時期も比較的限定

される。器種組成としては広日壼、箋、高杯があり、無頸壼、面コ壼は極めて少なく、器台はみられな

い。また、各器種を通して全体のプロポーションが判るものが少ない。広口壼も量的には少なく、口縁

部が大きく下垂するものはわずかで、端面に斜格子文や刻み目を施すが、のちに1条の凹線を施すもの

は1点のみで円形浮文をあしらうものは認められなかった。また、壼頸部には断面三角形の貼付突帯や

貼付刻目突帯を施す。波状文など櫛描で装飾された肩部片はみられなかった。甕はく字状口縁で口縁端

部はそのまま丸く終えるものと、端部を上に摘みその僅かな端面に1条の凹線をもつものともたないも

のとが混在し、口縁端部が上下に肥厚する所謂繰り上げ口縁は（第42図2）（第47図2）を除き皆無に近い

状況である。また、端面に刻み目をもつものは数点見られるが、凹線や円形浮文はなく、頸部に貼付突

帯をもつものは1点もみられなかった。調整も体部内面はハケ目、ナデ調整、外面はハケ目後体部下半

ヘラ磨き調整で、肩部を中心としてハケ目以前の叩き目が観察される個体が比較的目立つ。また底部は

小形化する。高杯は様々なバラエティがみられる。今回検出した土器は、時期的あるいは地域的特徴で

あるのか、円形浮文や甕頸部の貼付突帯がみられず、全般的に装飾が控えめでより実用的側面が強いよ

うに見受けられる。包含層中に中期後葉の土器を若干含むが、土坑群を中心として検出した土器は凹線

文の導入期にあたり、弥生時代中期中葉段階の後

半期に位置づけられる（1）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　碧玉製管玉・未製品一覧表

碧玉製管玉未製品について

　B、C区で管玉未製品を12点検出した。0．43～

73．01gとばらつきがある。いずれも土坑および土

坑検出に伴う包含層の掘り下げに伴い出土したも

ので、土坑群と同時期の所産である。出方として

は土坑埋土に流入するような状態で散在し、SK－

15で管玉1点を含む4点が出土しているが～括し

て投棄されたような状況は見出せない。①自然岩

肌をもつ母岩状のもの、②擦切溝を施し分割され

た直方体状のもの、③擦切溝のみられない破材状

のもの、④完成晶の管玉（SK－15・0．44×2．24

法量くcm）

出：ヒ地

長軸 短軸 厚さ
重巌（9） 擦切溝 擦面 形状 挿図番号

1 SK－03 3．8 2．9 2．］ 2ア．41 なし なし
荒剖段階・岩

ｧを残す 一

2 SK－09 2．6 1．7 L4 10．33 3 3 長方体状 ㎜

3 SK－11 2．2 1．8 L6 1L44 2 なし 正方体状 一

4 SK－15 2．24 0．44
一

o．71
… …

管玉完成品・

ﾃ録灰色
第25図4

5 SK－15 2．3 1．7 1．4 7．75 2 2 長方体状 第25図5

6 SK一ユ5 1．8 L2 0．9 2．73 2 2 岩肌を残す 第25図6

7 SK一ユ5 2．2 1．8 L5 7．76 1 なし 三角柱状 一

8 SK－17 L5 0．7 o．4 0．43 なし なし 破材 ㎜

9 SK－22 1．9 1．6 1．2 5．13 2 2 長方体状 …

10 B区包含鍛 5．0 3．6 2．4 73．01 2 1 長方体状 第47図6

11 C区包含顔 4．8 2．7 L5 18．91 1？ なし
三角柱状・風

ｻすすむ 一

12 C区包含量 1．4 1．0 0．3 α46 なし なし 破材 …
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cm・0．7g）がみられ、石鋸など直接生産に係った遺物は検出していない。また、諸般の事情により土坑

埋土の水洗は行っていないものの、掘り下げた状況ではごく微細な剥片等は検出していない。工程とし

ては荒割、形割段階のもので、擦切溝を施し分割後の材が多いが、中には擦切溝をもたない破材も含ま

れる。今回73．1gと最大重量をもつ（第47図6）から、岩肌をもつ段階から擦切溝を施して効率よく分割

し、石材を有効に利用しようとした様子が窺える。なお、C区包含層から検出した（18．90g）には～面

に穿孔痕かとも見られる径約1n迎の小孔が複数観察されるが、石材の質や風化がすすむことなどを考慮

すると石に含まれる鉱物状のものが欠落した結果の産物と考えられる。

石庖丁および石庖丁未製品について

　B、C区で石庖丁3点（SK－03、12、　C区包含層）、石庖丁未製品3点（SK－03、　B・C区包含層）、石

庖丁石材1点（SK－25）が出土している。いずれも黒色および緑色千枚岩製である。石庖丁は全体の形状

が判るものはC区包含層（第48図4）のみであるが、これはこの周辺でみられる石庖丁の形態に比べやや

幅に対し長さがあり、背部分は通常緩やかな円弧状を描くがこれはカーブが弱い。一端が成形時のまま

未調整でもある。他2点に関してはやや磨き残し部分もみられるが通常の仕上がりである。未製品3点

についてはいずれも全体の2分の1ないし3分の1程度の片側端部の遣存で、周縁を細かく打ち欠いて

弧状に成形している。S王C25出土の石庖丁石材（第42図4）は、背や刃部の形状ができており本来からす

れば大形石庖丁の未製品とみられるが、何らかの事情で両端を鋭利に切断している。おそらく石庖丁の

石材として利用される予定であったと推測される。また、石庖丁の石材として多用される千枚岩につい

ては必ずしも山ヶ鼻遺跡の周辺で容易に採取できるものではなく、この周辺では中国山地にそびえる氷

ノ山の麓、若桜町不香田が産地として知られる｛2）。石材の流通と消費に関する問題も今後大きな課題で

あるが、これまで石庖丁の未製晶については鳥取平野地域では桂見遺跡、西大路土居遺跡など報告例は

多くはない。いずれにせよ今回、未製品が狭い範囲内、限定される時期にある程度の密度で出土したこ

とで出土地点がより生産域（工房域）に近いことへの証左と考えたい。

土坑群からみた遺跡の概観

　今回の調査区で標高の高い微高地部分、標高6．2～6．6mで弥生時代中期中葉の土坑群を検出した。土

坑は25基を確認し、うち石繊の出土が2基に認められる。形態的に長楕円形の平面形をもつものが多

く、土墳墓としての可能性をもつが土層断面で木棺状の落ち込みをもつものは認められず、ここでは

「土坑」として扱った。この土坑群は地形的に山ヶ鼻丘陵から続く舌状微高地の南東斜面に立地すると考

えられる。B区B3トレンチ～A区平成13年度トレンチ南西付近が谷状に深く落ち込むが、今回残念な

がらK杭～B3トレンチ間の遺構の分布状況が把握できず、谷状落ち込み部で検出される土器等からお

そらく土坑は落ち込み手前付近まで分布を広げるとみられる。また土坑の切り合い関係が複数みられる

ものの土器にそれほどの時期差は認められないことから、ある時期に集中的に土坑が営まれた地域と言

える。上層の包含層中に弥生後期の土器が～切検出されず、包含層遺物として中期後葉の遺物が僅かに

見られるもののこの土坑群をもって一端廃絶したことが窺える。確認したB3トレンチ内標高5．53mま

で、B2トレンチでも標高5．28mまで土坑群の時期と同時期の遣物で占められ、谷状の深い落ち込みが

どっと埋没するような状況がこの一帯であったと言える。

　土坑は平面形から①楕円形のもの、②長楕円形のもの、③溝状のものとがあり、C区で検出された③

溝状土坑のSK－11、10、12は軸をN－39～48°－Eへ振り、逆にそれらの軸と直交する軸をもつ②長楕円

形土坑はC区SK－03がみられるもののB区に多い。この平面形が長楕円形を呈する土坑については、平

成6、7年度の大井手川両沿岸部の調査3）をはじめ岩吉遺跡で、溝状土坑については岩吉遺跡、西大路

土居遺跡で検出例が見られる（㌧この平面長楕円形および溝状土坑については中期的な特徴でもあり、

主軸からある程度方向性が窺える。弥生中期、これまでの釣山～山ヶ鼻丘陵間中央の岩盤を内包する周

辺地域では、斜面に対し直交する軸をもつ土坑が目立ち、未調査のため東西方向の状況は不明ながら、
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検　出　遺　構　一　覧　表

法量（cm）

主軸方向 出土遺物 時　期遺構名
長軸 短軸 深さ

底面

W高
im）
平面形 断面形

SK－◎1
…

（70） 20 6．37

一
椀状

一
土器底部細片 弥生時代

?咊?t02
｝ 一

51 6．10

一
椀状
一

土器胴部片

◎3 （176） （129） 52 6．02 長楕円形 不整椀状 N－35°－W 甕、高杯、底部、石庖丁、

ﾎ庖丁未製品、碧玉材

04 （85） 68 22 6．29 長楕円形 椀形 N－43㌧W 莞、底部、石繊

05 174 76 22 6．39 不整長楕円形 不整椀状 N－54°－E 甕、底部、紡錐車

06 111 （74） 49 6．02 不整楕円形 不整椀状 N－58°－E 壼、甕、高杯、底部（砂
ｬ検出）

07 104 80 （22） 6．34 不整楕円形 酬犬 N－66°－E 壼、甕、底部、石鎌

08 75 65 （11） 6．27 不整楕円形 皿状 N－4°－W

｝09 97 66 （6） 6．44 不整楕円形 皿状 N－32°－E 甕、碧玉材

10 340 59 （32） 6．11 溝状 椀状 N－「43°－E 甕、紡錐車

11 218 （52） （30） 6．21 溝状 不整逆台形 N－48°－E 甕、底部、碧玉材

12 （365） 106 24 6．31 溝状 皿状 N－39°－E 壼、甕、高杯、石庖丁、礫

13 155 104 19 6．22 不整長楕円形 不整皿状 N－89°－W 甕、高杯

14 （101） 67 23 6．21 不整長楕円形 不整皿状 N－27°－E 壼、甕、底部

15 （177） 126 43 6．06 不整長楕円形 不整椀状 N－62°－E 壼、甕、碧玉製管玉・

ﾊ材
16 245 95 37 6．07 長楕円形 椀形 N53°－W 甕、高杯、底部

17 166 109 44 5．91 長楕円形 逆台形状 N－56°－W 壷、甕、高杯、碧玉片

18 82 35 （7） 6．17 長楕円形 皿状 N－46°－W 胴部細片、底部片

19 131 81 15 6．02 長楕円形 不整］皿状 N－58°－W 壼、甕

20 142 88 44 5．91 （長楕円形） 不整逆台形状 N－19°－W 壼、莞、高杯、敲石

21 144 92 33 6．00 長楕円形 椀状 N－39°－E 壼、甕、底部片

22 244 123 33 5．84 長楕円形 椀状 N－48°－W 壼、甕、底部片、碧玉材

23 47 41 （7） 6．25 不整円形 不整皿状 体部細片、底部片

24 144 56 （9） 6．29 不整長楕円形 不整皿／状 N－57㌧E 体部細片、脚部片

25 170 85 41 5．84 不整長楕円形 不整皿状 N－74°－W 壼、甕、石庖丁石材

S［ゲ01 1150 214 58 5．95 溝状遣構 不整皿状 N－21°－E 土師皿、角礫 平安時代
繩

P－01 29 28 39 6．16 不整円形 u宇状
一

（弥生時代
?咊?t）

（）は遺存値、推定

土坑は標高の高い岩盤中心部より外側周縁に帯状に群を成して営まれるものと推測される。岩盤北側で

標高7．2m前後（平成6年度SK－13、18、28）、南側で6．9m前後（平成7年度SK－01、02など）と標高を下

げる。今回明らかとなった土坑群についても、その性格づけの必要性もさることながら、土坑群が遣跡

の主要部分の外縁部にあたる可能性は大きく、土坑が形成される地帯の内側に集落の主要部分である居

住域や工房域が内包されていると考えられる。やや短絡的ではあるが、玉未製品や石庖丁未製品の出土

はそれを裏付ける資料ともいえよう。

　これまでの調査を総括すると、D区南西側の県道山ヶ鼻橋から70m南付近までは溝状遺構が幾重にも

重複する地帯であり、その流れは東へ流路をとり、今回調査のC区およびB区南西部はこの流路の沿岸

部付近にあたる。土坑群は山ヶ鼻丘陵から派生する微高地の流れの中で舌状に張り出した南東斜面にあ

たり、B区B3トレンチで確認した谷状の落ち込みはちょうど入り江状に入り込んだ部分、　SD－01北東に
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広がる基盤層は再び張り出した部分と考えられる。現在の集落の状況を観察すると、この舌状に張り出

した微高地・地盤筋に現在も住居が建てられていることが判る。明確な根拠はなく推定の域をでないが

弥生中期の土坑の分布状況、未製品の出土などから、山ヶ鼻丘陵の裾部に弥生中期の居住域が広がる可

能性が大きいと考えられる。現集落背後の山ヶ鼻丘陵では、平成4年度の調査で丘陵頂部南斜面、標高

30．Omで弥生時代中期後半の土器や竪穴住居が、やや下った28．5mで土坑が検出されている。丘陵上で

の住居が一般的なものなのかどうか調査が進まないと明らかとはならないが、中期後葉期に住居が丘陵

上で一時的に営まれるようである。こうした中期に丘陵上で住居が検出される例は近年増加しており、

千代川左岸丘陵では下味野丘陵標高40～50m・75mで中期中葉～後葉の竪穴住居、段状遺構、遣物散布

地域が、横枕丘陵でも標高100m付近で中期土器の散布地域が確認されている15）。このような状況の要

因については平野全体および他地域との関連など総合的に考えていく必要があろうが、今回山ヶ鼻遣跡

で検出された土坑群の突然の衰退は自然条件、自然環境にも起因するとみられ、河川帯が突如広がった

可能性があろう。この時期、山ヶ鼻平野部の状況も中期後葉の遺構は激減し溝状遺構のみが散在する。

弥生後期に入っても状況は変わらず、平野中央岩盤の南外周に完形の土器を多く含む断面V字状の溝状

遺構（平成6年度SD－29・平成7年度SD－02）が検出される程度である。その後、平野部では古墳前期に

土坑が散見され始め、中期、後期とわずかな足跡を残しながら7世紀中葉の掘立柱建物群、後半とされ

る菖蒲廃寺の創建を待つことになる。菖蒲廃寺の建立を頂とした9世紀頃までの山ヶ鼻地域の繁栄につ

いては記すまでもなく、それ以降申世期に至っても常に人の営みは途絶えることはなく、今回A区で検

出したS｝01は13世紀頃の年代が与えられる。

　山ヶ鼻遣跡は鳥取平野地域の集落を考えていく上で縄文時代～中世と断続的に様稲を追うことが可能

ばかりか弥生中期に大きな画期をもつ重要な遺跡である。今回を含めこれまでの山ヶ鼻遺跡の調査成果

については、鳥取平野地域での集落の動向、立地、形態、消長などを探っていく上で重要な役割を担

い、更なる分析・検討が必要であるように思われる。山ヶ鼻遣跡周辺地域の遺跡の動向も合わせ、今後

の調査および調査成果の深化が期待される。

註

（1）今回、時期区分については以下の文献の編年観に従った。清水真一氏の編年では田一3様式段階に比定できると考える。弥生

　時代中期の時期区分については今後流動的な部分を含む。

　　清水真一「因幡・伯書地域」『弥生土器の様式と編年一山陽・山陰編』1992年　木耳杜

（2）石材の鑑定および産地等について山名　巌先生（元鳥取県立博物館、現鳥取市文化財審議会委員）から様々なご教示をいただい

　た。

〈3）働鳥取市教育福祉振興会『山ケ鼻遣跡』1995年

　姻鳥取市教育福祉振興会『山ヶ鼻遣跡瑳1996年

④　弥生時代中期の土坑は長楕円形・隅丸長方形の縦長の平面形をとるものが多く、円形・楕円形の平面形をとる小規模な土坑と

　の差が大きい。後期になるとほぼ楕円形で似通った規模の土坑となり、時期が新しくなるにつれて数多くつくられることが指摘

　されている。また、西大路土居遺跡では弥生時代前期末～中期初頭の土坑群に溝状の平面をもつものがある。これらは土壌墓と

　の指摘もなされている。

　鳥取市教育委員会・鳥取市遣跡調査団『岩吉遺跡鵬199ヱ年

　働鳥取市教育福祉振興会『西大路土居遺跡闘994年

（5）働鳥取市文化財団『横枕古墳群狂』2003年
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